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コスモス街道を通学する
正山小学校の児童たち

正山風の会員・園児・児童・保護者などにより植え付けられた

コスモスの苗が見事に花を咲かせました。

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ 層狩猟、ンーズヽノをむかえて ・12 
衝第4回全国「風」サミット .. 2 唖今月の農作業 .. ・13 

人口 3,270人 (+4)
屯「山鳥坂ダム」地元組織と懇談会開催 4 ＝商工かわかみ＝

1, 5 7 5人(-1) 0年金だより 5 
漫歳末連合大売出し 14 男

衝第49回人権週間(12月4日～10日） 6 
唖青年部・婦人部だより 15 

女 1, 6 9 5人 (+5)~12月は大気汚染防止推進月間 8 層ふるさと回想記 17 
0社協だより ， 

＝公民館報＝ 世帯数 1, 0 1 5職（土0)0お知らせ 22 
18 層スポレク郡大会・・・・・・

（平成9年10月31日現在）
＝農林だより＝

漫お四国学級・ 20 
*年末金融推進 10 

~ASUKA青年団だより ・21 



＠。前。頷） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛躙 (2) 

今
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
る
全
国

「
風
」
サ
ミ
ッ
ト
が
、
”
風
極
の
地
“

北
海
道
え
り
も
町
に
お
い
て
、
加
盟

29
市
町
村
中
23
市
町
村
が
参
加
し
て

9
月

25
日
（
木
）
か
ら
2
7
日
（
土
）
の

3

日
間
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
も
大
野

町
長
、
下
石
議
長
、
泉
産
業
委
員
長
、

藤
高
農
協
共
済
課
長
、
山
田
商
工
会

経
営
指
導
員
、
万
願
寺
建
設
水
道
課

長
、
松
本
風
の
博
物
館
学
芸
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

‘‘風極の地” えりも厨

第4回全国「風」サミット
1997 9月25日（木）・ 26日（金）・ 27日（土）

環
境
問
題
が
地
球
規
模
で
深
刻
化

し
て
い
る
今
日
、
私
た
ち
の
社
会
は

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
お
り
、
化
石
燃
料
の
消

費
に
よ
り
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
が
増
大
し
、
地
球
の
温
暖
化
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
最
大
の
関
心

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
球

に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
風

力
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
は
大
き
な
期
待
と
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に

お
い
て
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
風
を
テ
ー
マ
と
し

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
啓
発
と
情
報
交
換
を

通
し
て
地
域
振
輿
を
図
る
目
的
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
風
」
の
サ
ミ
ッ
ト
の
ね
ら
い

①
風
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

25
日
午
後
4
時
30
分
か
ら
え
り
も

町
「
風
の
館
」
に
お
い
て
、
参
加
市
町

村
代
表
に
よ
り
サ
ミ
ッ
ト
の
事
前
打

合
せ
が
行
わ
れ
、
次
回
第
5
回
開
催

地
が
来
年
完
成
す
る
白
鳥
大
橋
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
設
置
に
併
せ
て
北
海

道
室
闇
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

②
開
会
式

26
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
え
り
も

町
福
祉
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
、
参
加

市
町
村
の
紹
介
の
後
、
地
元
え
り
も

町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
よ
り
開

幕
。
会
場
に
は
風
力
発
電
の
研
究
・

開
発
関
係
者
、
企
業
、
大
学
関
係
者

を
含
め
二
百
五
十
人
が
集
り
ま
し
た
。

③
記
念
講
演

午
前
10
時
か
ら
元
N
H
K
気
象
キ
ャ

ス
タ
ー
の
倉
嶋
厚
氏
を
講
師
に
「
世

界
の
風
・
え
り
も
の
風
」
と
題
し
て
、

太
陽
系
の
風
か
ら
様
々
な
局
地
風
ま

で
詳
し
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

午
前

11
時
か
ら
「
風
力
発
電
と
環

境
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
清
水

三
重

大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

も
と
各
界
で
活
躍
中
の
パ
ネ
リ
ス
ト

5
人
に
よ
り
、
化
石
燃
料
の
有
効
性

と
環
境
に
対
す
る
悪
影
響
か
ら
風
力

を
始
め
と
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
発
電
の
コ
ス
ト
低
減
な
ど
風

第

4
回
全
国
「
風
」
サ
ミ
ッ
ト
報
告

⑤
「
風
」
サ
ミ
ッ
ト

午
後
1
時
30
分
か
ら
メ
イ
ソ
の
サ

ミ
ッ
ト
に
入
り
牛
山
足
利
工
業
大
学

教
授
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
参

加
市
町
村

二
十
三
代
表
者
に
よ
り
、

風
力
利
用
の
概
況
と
現
在
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
事
例
発
表
さ
れ
、
風
の

持
つ
ロ
マ
ソ
と
夢
を
追
い
求
め
熱
心

に
語
り
合
い
ま
し
た
。

⑥
共
同
宣
言

風
サ
ミ
ッ
ト
の
締
め
く
く
り
と
し

て
「
人
類
の
財
産
で
あ
る
環
境
を
保

全
す
る
使
命
を
担
う
べ
く
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
格
別
風
の
活
用
に
両

一
層

努
力
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
の
共
同

宣
言
が
採
択
さ
れ
、
次
回
開
催
地
の

室
蘭
市
へ
引
き
継
が
れ
閉
幕
し
ま
し

こ。t
 

こへ急
市町村代表による事例発表

力
利
用
実
用
化
へ
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

一えりも鳴子会の皆さん

＊
風
サ
ミ

ッ
ト
参
加
市
町
村

立
川
町
（
山
形
県
）
第

1
回

平
良
市
（
沖
縄
県
）
第
2
回

肱
川
町
（
愛
媛
県
）
第
3
回

え
り
も
町
（
北
海
道
）
開
催
地

室
蘭
市
（
北
海
道
）

稚
内
市
（
北
海
道
）

寿
都
町
（
北
海
道
）

苫
前
町
（
北
海
道
）

三
厩
村
（
青
森
県
）

深
浦
町
（
青
森
県
）

東
山
町
（
岩
手
県
）

雫
石
町
（
岩
手
県
）

天
栄
村
（
福
島
県
）

三
浦
市
（
神
奈
川
県）

大
沢
野
町
（
富
山
県
）

朝
日
町
（
富
山
県
）

庄
川
町
（
富
山
県
）

大
東
町
（
静
岡
県
）

久
居
市
（
三
重
県
）

新
旭
町
（
滋
賀
県
）

小
長
井
町
（
長
崎
県
）

前
津
江
村
（
大
分
県
）

糸
満
市
（
沖
縄
県
）



(3) ＠。羽。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

参加市町村の代表

（町民憲章） 瞬躙

＊
次
回
（
第
5
回
）
開
催
地

北
海
道
室
蘭
市

「
白
鳥
大
橋
」
完
成
記
念
と

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
点
灯

⑦
交
流
会

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
同
会
場
に
お

い
て
交
流
会
が
行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ソ
と
し
て
地
元
え
り
も
町
「
襟

裳
岬
少
年
神
楽
」
と
「
え
り
も
鳴
子
会
」

に
よ
る
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

⑧
お
わ
り
に

27
日
午
前
中
は
、
見
学
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
”
風
極
の
地
“

と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
あ
い
に
く

の
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
風
力
発
電

施
設
と
百
人
浜
緑
化
事
業
の
現
地
研

修
が
中
止
と
な
り
と
て
も
残
念
で
し

こ。t
 し
か
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
大
変

暖
か
い
歓
迎
を
受
け
と
て
も
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
風
の
輪
が

更
な
る
広
が
り
を
期
待
し
報
告
と
し

ま
す
。

え
り
も
町
は
、
北
海
道
の
東
南
端

に
位
置
し
、
人
口
約
七
千
人
の
漁
業

の
町
で
す
。
西
側
は
様
似
町
、
東
側

は
十
勝
市
庁
広
尾
町
に
接
し
、
背
後

に
そ
び
え
た
つ
日
高
山
脈
は
北
東
部

か
ら
南
方
「
襟
裳
岬
」
へ
と
続
い
て
い

ま
す
。
景
勝
「
襟
裳
岬
」
に
は
年
間
四

十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
風
速
1
0
m
以
上
の
風
が
吹

く
日
が
年
間

二
百
九
十
日
を
越
え
る

我
国
有
数
の
強
風
地
域
で
す
。
こ
の

強
風
は
岬
周
辺
か
ら
緑
を
奪
い
、
海

を
濁
ら
せ
昭
和
二
十
年
に
は
「
え
り

も
砂
漠
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
々
は
風
と
の
共
存
の
道

を
探
り
現
在
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
襟
裳
岬
を
築
き
上
げ
た
の
で
す
。

自
然
と
の
共
存
を
目
指
し
、
そ
の

岬
突
端
の
地
中
に
埋
め
込
む
ス
タ
イ

ル
で
建
造
さ
れ
灯
台
を
含
む
地
域
の

景
観
が
考
慮
さ
れ
た
環
境
デ
ザ
イ
ソ

の
結
晶
が
「
風
の
館
」
な
の
で
す
。

”
風
極
の
地
“
ぇ
り
も
町
と

「
風
の
館
」

「風の館」展示ゾーン

両町長による調印式

26
日
サ
ミ
ッ
ト
の
場
を
お
借
り
し

て
、
え
り
も
町
「
風
の
館
」
と
当
町

「
風
の
博
物
館
」
と
に
お
い
て
両
町
の

町
長
に
よ
り
姉
妹
館
提
携
の
調
印
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
相
協
力
し
「
風
」
の
文
化
圏

”
え
り
も
町
「
風
の
館
」
と

姉
妹
館
提
携
を
結
ぶ
“

風 サミッt
ルギー協会・えりも

「風の館」周辺全景 調印後の記念写真

を
構
築
す
る
と
と
も
に
親
善
友
好
を

一
層
深
め
、

物
産
の
交
流

人

の

交

流

文
化
の
交
流

情
報
の
交
流

な
ど
、
産
業
文
化
・
地
域
振
興
に
努

め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

10
月

30
日
に
風
の
博
物
館
（
展
示

室
）
入
館
者

6
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。

6
万
人
目
の
お
客
様
は
、
お
友

達
連
れ
で
ご
来
館
さ
れ
ま
し
た
松
山

市
に
お
住
ま
い
の
渡
部
利
男
さ
ん
で

す
。
館
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

;」
6万人目の渡部さん（中央）

展
示
期
間

展
示
場
所

展
示
内
容

『
肱
川
の
鳥
獣
が
集
る
』

肱
川
に
生
息
す
る
鳥
獣
を
題
材
に

長
浜
町
に
在
住
す
る
永
井
恭
平
氏
が

「
手
つ
か
ず
の
自
然
が
何
よ
り
も
私

た
ち
に
今
一
番
必
要
だ
」
と
創
作
し

て
き
た
作
品
「
木
彫
画
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

11
月
15
日
ー

1
月

12
日

風
の
博
物
館
（
展
示
室
）

鳥
獣
の
木
彫
画

46
点



＠。前。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂躙 (4) 

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
平
成

十
年
度
予
算
が
三
億
円
と
前
年
度
に

比
べ
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
事
業
の

停
滞
は
免
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

こ。t
 関
係
機
関
も
憂
慮
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
水
没
関
係
者
な
ど

か
ら
の
「
ダ
ム
は
出
来
る
の
か
？
」

と
の
不
安
の
声
が
、
一
層
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
水
没
関
係
者
等

に
ダ
ム
事
業
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務

所
、
愛
媛
県
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
推

進
協
議
会
（
中
予
）
に
地
元
の
声
を
直

に
聞
い
て
も
ら
い
今
後
の
事
業
推
進

の
弾
み
に
す
る
た
め
、
地
元
各
組
織

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
水
没
者
地
権
者
協
議

会
、
十
月
十
七
日
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策

協
議
会
、
十
月
二
十
二
日
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
反
対
期
成
同
盟
会
と
開
催
し

『山鳥坂ダム』

地元組織と
懇談会開催

10月中に三組織と
ノCさ-’

ま
し
た
。

岩
谷
地
区
の
二
つ
の
組
織
は
、
全

会
員
対
象
に
行
い
ま
し
た
が
、
も
ろ

も
ろ
の
都
合
で
出
席
出
来
な
い
人
も

多
く
残
念
で
し
た
が
、
沢
山
の
意
見

が
出
さ
れ
意
義
多
い
会
と
な
り
ま
し

こ。t
 ま
た
、
鹿
野
川
地
区
の
建
設
反
対

期
成
同
盟
会
は
役
員
対
象
に
行
い
、

大
半
の
出
席
を
得
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
出
来
ま
し
た
。

懇
談
会
は
先
ず
、
大
野
町
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
藤
本
工
事
事
務

所
長
の
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
た
状
況
説

明
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の
自
己
紹
介

の
後
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
大
野
町
長
は
、

「
平
成
十
年
度
予
算
増
額
の
た
め
、

各
機
関
に
働
ぎ
か
け
を
行
う
と
と
も

に
、
自
身
も
全
力
で
事
に
当
た
っ
て

き
た
。し
か
し
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
結
果
と 10月17日山鳥坂ダム対策協議会

な
り
、
言
い
訳
も
出
来
ぬ
、
申
し
訳

な
い
こ
と
を
詫
び
た
い
。

た
だ
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
一
二
年

間
で
一
五
％
削
減
と
の
国
の
財
政
構

造
改
革
会
議
決
定
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
下
流
域
問
題
が
あ
り
、
予
断
は

許
さ
な
い
。
今
後
も
こ
う
い
う
状
況

が
続
け
ば
肱
川
町
と
し
て
責
任
を
持

ち
か
ね
る
と
言
っ
て
き
た
、
今
後
に

つ
い
て
各
機
関
に
奮
起
を
お
願
い
し

て
い
る
。
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。次
に
、
藤
本
工
事
事
務
所
長
か
ら

は
、
平
成
十
年
度
予
算
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
資
料
『
ダ
ム
事
業
総
点
検
』

を
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
「
平
成
十
年
度
予
算
減
額
の

要
因
は
、
①
に
、
国
の
財
政
構
造
改

革
会
議
決
定
に
よ
る
公
共
事
業
費
七

あ
お

％
削
減
の
煽
り
を
受
け
た
も
の
、
こ

れ
は
全
て
の
公
共
事
業
に
当
て
は
ま

る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
ダ
ム
事
業

は
大
規
模
で
あ
り
し
わ
よ
せ
が
大
ぎ

、0し
全
国
で
は
生
活
再
建
、
工
事
中
の

ダ
ム
が
約
百
あ
り
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の

よ
う
な
準
備
中
の
ダ
ム
が
約
百
七
十

あ
る
。
今
回
は
準
備
中
の
百
七
十
の

ダ
ム
が
軒
並
み
削
減
の
対
象
と
な
っ

こ。t
 中で
も
、
予
算
を
付
け
な
い
中
止
・

休
止
ダ
ム
十
ニ
カ
所
、
工
事
や
、
調

査
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
足
踏

み
ダ
ム
四
十
力
所
が
あ
る
が
、
山
鳥

坂
ダ
ム
は
該
当
せ
ず
、
進
め
る
こ
と

が
出
来
る
ダ
ム
に
入
っ
て
い
る
。

②
に
は
、
大
洲
市
な
ど
下
流
域
の

反
対
運
動
が
あ
る
。
大
洲
市
か
ら
五

項
目
、
長
浜
町
か
ら
は
、
八
項
目
の

不
安
事
項
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大

洲
市
の
問
題
は
、
大
詰
め
に
ぎ
て
い

る
が
、
長
浜
町
の
問
題
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。
工
事
事
務
所
と

愛
媛
県
が
早
期
解
決
に
向
け
て
全
力

で
折
衝
し
て
い
る
。
」

平
成
十
年
度
予
算
要
求
の
経
緯
に

つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

（
経
緯
に
つ
い
て
は
、
広
報
九
月
に

掲
載
）今
後
に
つ
い
て
は
「
地
元
と
の
懇

談
会
、
生
活
再
建
を
含
め
た
振
興
計

画
の
検
討
、
先
例
地
視
察
な
ど
を
進

め
る
。
」
ま
た
、
事
業
繰
越
と
な
っ

て
い
た
水
没
境
界
を
示
す
混
水
線
標

示
、
地
す
べ
り
調
査
等
に
つ
い
て
も

地
権
者
の
承
諾
を
得
て
施
行
し
た
い

旨
説
明
を
さ
れ
、
出
席
者
の
了
解
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
出
席
し
た
山
田
愛
媛

県
水
資
源
局
長
、
本
郷
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
事
務
局

長
、
鶴
井
中
予
広
域
水
道
企
業

団
事
務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
を
兼
ね
「
関
係
者
一
丸

と
な
り
、
ダ
ム
建
設
推
進
に
向

け
て
努
力
す
る
。
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

各
懇
談
会
で
は
、
「
ダ
ム
の

目
的
は
何
か
。
」
「
松
山
市
は
本

当
に
水
が
欲
し
い
の
か
。
」
「
水

源
地
が
受
入
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
予
算
が
減
る
の
か
。
」
「
混

水
線
標
示
を
早
く
せ
よ
。
」
「
水

没
地
の
高
齢
者
か
ら
難
儀
話
を

10月22日 山鳥坂ダム建設反対期成同盟会

聞
か
ざ
れ
た
が
、
慰
め
る
言
葉
も
な

い
。
」
等
々
の
質
問
や
意
見
が
出
さ

れ
、
ま
た
、
鹿
野
川
の
大
岩
問
題
、

地
元
へ
の
説
明
不
足
、
分
水
と
建
設

の
切
り
離
し
等
の
問
い
が
あ
り
、
各

機
関
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

肱
川
町
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
今

後
関
係
機
関
と
の
協
議
を
深
め
る
と

と
も
に
、
地
元
と
の
懇
談
等
工
事
事

務
所
、
愛
媛
県
、
中
予
地
区
と
と
も

に
事
業
の
促
進
、
円
滑
化
に
努
め
ま

す。
山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
下
流
域
の
洪
水

対
策
、
中
予
地
区
の
渇
水
対
策
等
重

要
性
の
あ
る
ダ
ム
で
あ
り
、
下
流
域

問
題
の
メ
ド
が
付
け
ば
促
進
さ
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



(5) @。〗加領） 仕事や生活に夢をもって

■国民年金基金と個人年金保険の比較

豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂商忌

年金のタイプ A型(4口） 終身年金・定額型

年金額 72万円(65歳～終身）172万円(60歳～終身）

掛金

（月額 X12) 

198,000円 417,996円

控除後の掛金

（税率30%)

138,600円 402.996円

25年間の掛金総額

（控除後）

約347万円 約1,007万円

85歳までの年金受取総額 1,440万円 1,800万円

受取倍率

（受取総額／掛金総額）

4.15倍 1.79倍

＊個人年金保険は大手国内生保。保証期間は10年。月額保険料＝34,833円。

老
後
資
金
作
り
に
は
、
生
命
保
険

会
社
や
郵
便
局
、

J

A
、
全
労
済
な

ど
の
個
人
年
金
保
険
の
ほ
か
に
、
銀

行
や
郵
便
局
、
証
券
会
社
な
ど
の
積

立
貯
蓄
も
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、

老
後
ま
で
に
な
ん
ら
か
の
方
法
で
お

金
を
蓄
え
れ
ば
い
い
の
で
す
か
ら
、

一

年
金
保
険
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
営
業
者
の
方
に
是
非

お
勧
め
し
た
い
の
は
国
民
年
金
基
金

で
す
。
民
間
の
商
品
に
比
べ
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
老

後
資
金
作
り
と
し
て
は
最
適
な
商
品

で
す
。

自
営
業
者
の
上
乗
せ
年
金
は

国
民
年
金
基
金
が

も
っ
と
も
有
利
で
す

人権問題に関する総合

1 2時間電話相談

卍相談内容

*日 時

卍電話番号

0相談担当者

*主 催

差別問題児童生徒の「いじめ」 ・体

罰問題家庭問題近隣関係等人権

問題に関するあらゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成9年12月10日（水）

午前9時～午後 9時

フリーダイヤル

人権擁護委員，

0120-025-550 

弁護士， 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
の

上
乗
せ
年
金
と
し
て
平
成
三
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
公
的
年
金
制
度
。

二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
国
民
年
金
第

一
号
被
保
険
者
が
加
入
で
ぎ
ま
す
。

終
身
年
金
タ
イ
プ
と
確
定
年
金
タ
イ

プ
で
合
計
五
種
類
あ
り
、

加
入
者
自

身
が
五
種
類
の
中
か
ら
自
由
に
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

最
初
の
一
口
目
は
終
身
タ
イ
プ

A
型

か
B
型
を
選
ぶ
）
。
年
金
額
も
最
低

三
十
六
万
円
（

月
額
――
―
万
円
）
か
ら
自

由
に
設
定
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
は
世
代
間
相
互
扶
助
と

い
っ
て
自
分
で
払
っ
た
お
金
を
自
分

は
じ
め
ま
し
て
、
拓
人
で
す
。

い
つ
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊

ん
で
ま
す
。
よ
く
ケ
ソ
カ
を
し

て
泣
か
さ
れ
ま
す
が
、
時
々
ボ

ク
も
泣
か
し
ち
ゃ
い
ま
す
。
で

も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
事
、
大
好

き。

f
‘

し
り
り
ヽ

i
ヽ
i

't
i
i

9、
i

'！
！
！
:
!
•

お父さん
純司さん

お母さん

豊美さん

得る度月す除金が個 た受たんで

誓土し；門加。り：巴含9喜闊；力：胃
控間ぱ万入 X寸ぺこ金の商れん国取
除八い八で象てと保メ品る払民る

： ［ ］青t:：竺ま゚門リノ：t t~ 二喜
る万加で掛る社た＜卜°ぅ入基で
わ六入す金の会‘らは 自は金は
け千しかのも保払べ‘ 助たのぁ
で円たら上魅険って民 努くほり
すがと‘限力料た掛間 力さ

は
ま

す限はで控掛金の のん、せ

No.3辺切四⑲
浜 ろ もんぎきァす
平田 しこらにでと、 °は
1成 くんつ遊す‘
歳 7拓？ おなてんフ め
11年人と ねぽまで二！ ま
力 1・2ち がくすぎ人ブマ し
月月ゃ いで゜たの lソ て
7ん しすえおがと 、
日及 まがら兄‘お悠
生保 す‘れち大絵希

゜よ てゃ好か で

お父さん

義忠さん

お母さん

博美さん

ー
i
I
I
!！
i!！！
‘
1

ゆ

う

き

松
本
悠
希
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

7
年

12
月
6
日
生

1
歳
11
カ
月



@。〗〗。頷） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂怨忌 (6) 

毎
年
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
”
人
権
“
と
い
う
も
の
を
再
認
識

し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て

他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反

省
し
て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
「
子
ど

も
の
人
権
を
守
ろ
う
ー
育
て
よ
う
思

い
や
り
の
心
」
、
「
国
際
化
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
」
、

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
、
「
女
性

の
地
位
を
高
め
よ
う
」
、
「
障
害
者
の

完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
、

「
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う
」
の
六
項
目
を
強
調
事
項
と
し

て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
「
い
じ
め
」
・
体
罰
の
問

題
、
差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
又
は
そ

の
支
局
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
十
一
月
一
日
し
三
十
日
し

家
庭
・
学
校
・
職
場
及
び
地

域
社
会
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な

り
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
も
ち
、
青
少
年

健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う。三

十
一
月
は

青
少
年
隙
全

育
成
弛
劃
月
闘

中

塚

忠

さ

ん

菊
池
昭
三
郎
さ
ん
で
す
。

な
お
、
肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員

ま、
9
ー

／

久
保
大
和

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

第
四
十
九
回

人

権

週

間

郵便局からのお願い

年賀状は、あなたの郵便番号を 7ケタ
でご記入ください。

ご協力をお願いします。

エイズ予防週間
ー犬洲保健所一

川町

（以下に掲載がない場合797-1500)

宇和川 797-1503 西 797-1508 

肱

大 谷

中居谷

中 津

797-1507 

797-1501 

797-1506 

名荷谷

山鳥坂

予子林

797-1502 

797-1504 

797-1505 

愛媛県では12月 1日から 1週間をエイズ予防週間とし
て、エイズの正しい知識の普及・患者に対する社会差別
をなくするため、次のような行事を計画しています。

①夜間血液検査（予約が必要）
大洲保健所 0893-24-3165 
12月 1日（月）～ 3日（水）（17: 00-------20: 00) 
②夜間電話相談
八幡浜中央保健所 0894-22-0600 
12月 1日（月）～ 3日（水）（17: 00-------20 : 00) 
③街頭キャンペーン

大洲市市民会館前
11月23日（日） 11: 00-------12 : 00 

④えひめエイズフォーラム97
松山市総合コミュニティーセンター
11月26日（水）14:30-------17: 30 

郵政省では、郵便事業を効率化し、お客様になるべく

安い料金で良質のサービスをお届けするために平成10年

2月2日から新郵便番号制がスタ ートします。

年賀はがきに新郵便番号(7ケタ）をご記入いただくと

〇平成10年 2月2日以降、手紙を出す相手の方が、あな

たの住所の新番号がすぐ判ります。

〇平成11年用の年賀はがぎを書く際に、あなたの住所の

新郵便番号が相手にわかります。

エイズ(AI OS)とは
エイズウイルス (HIV)の感染によって起こる疾患
です。

エイズウイルスに感染するとおよそ6~8週間後に血
液中に抗体ができ、血液検査によって感染しているか

どうか判るようになりますので、積極的に保健所など

で検査してください。

日本の患者感染者 3.193人（凝固因子製剤による患者
感染者を除く） 平成9年6月30日現在

海外旅行のみなさんへお願い 0000

帰国後、下痢や嘔吐又は発熱や発しん等の症状が

あったときには、最寄りの保健所又は医療機関で海

外旅行をしたことを告げ、 診療を受けるようにしま

しょう 。



(7) ＠。前。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鰯躙

消
火
が
無
理
な
ら

す
ば
や
く
避
難
を

今
回
は
、
初
期
消
火
と
避
難
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
は
、
火
災
の
早
期
発
見
と
早
い

通
報
そ
し
て
初
期
段
階
で
の
消
火
が

ボ
イ
ソ
ト
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
炎
の
勢
い
は
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
み
る
み
る
増
し
て
ぎ
ま

す
か
ら
消
そ
う
と
し
て
も
炎
が
壁
や

天
井
ま
で
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
時

に
は
、
迷
わ
ず
安
全
に
避
難
す
る
行

動
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
住
ま
い
の
防
火
対
策

を
家
族
み
ん
な
が
理
解
し
、
確
認
し

合
っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

消
化
器
の
あ
る
お
宅
で
は
消
化
器

の
あ
る
場
所
を
家
族
全
員
が
知
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
火
事
に
な
っ

た
時
の
こ
と
を
考
え
て
、
初
期
消
火

や
通
報
な
ど
、
家
族
の
役
割
分
担
を

考
え
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
避
難
す
る
場
合
に
備
え

て
2
方
向
の
避
難
経
路
を
考
え
て
お

ぎ
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
確
認

避
難
す
る
時
の
注
意

育ローンのご
1 1月9日は「aa9番の日」
通報はおちついて早く正確に

国民金融公庫では、高校、短大、大学、専修学校等

への入学費用や、在学中の授業料などの費用を融資す

る「国の教育ロ ーソ」の申込を受付しています。低利で

手続きも簡単です。

ご融資額
学生・生徒お一人につぎ

150万円以内

利 率
年2.7%（固定金利）
（平成9年 8月29日現在）

ご返済期間 8年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能。

保 証
（財）教育資金融資保証基金

または保証人(1名以上）

※6カ月間以上の海外留学資金も対象となります。

問い合せ先

〒790 松山市三番町6-7-3

国民金融公庫松山支店

8089(941)6148 教育ローン係まで

119番の通報で大切なことは、次の 4点です。いざとい

うときに備え、電話機のそばに場所の説明の仕方や電話番

号などの必要事項を書いたメモを貼っておくなど、普段か

ら落ち着いて正確な通報ができるように心がけてください。

火災・救急の別

「火事です」又は「救急です」とはっきりいう 。

2
 

3
 

4
 

場所

住所は正しく、くわしく 。目 印になる建物の名前など

も言い、わかりやすく場所を伝える。

火災、事故等の状況

火災、事故の状況を正確にわかりやすく言う。

通報者の氏名・連絡先

「私の氏名は、 0000です。電話番号は△△一〇
000です。」と通報者を明らかにする。

家庭用電話

11月は職業能力開発促進月間です
自己啓発に「技能士のための通信講座」を受講
してみませんか。
雇用促進事業団職業能力開発大学校では、生
産現場の技能労働者に必要な専門知識を系統的
に幅広く習得するための通信講座を開講してい
ます。詳しくは、雇用促進事業団ポリテクセン
ター愛媛（云089-972-0334)までお問い合わせ
ください。
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十
月
二
十
八
日
（
火
）
秋
晴
れ
の
下
、

猿
が
滝
公
園
で
白
寿
会
九
十
三
人
と

予
子
林
小
学
校
児
童

・
幼
稚
園
（
校

長
（
園
長
）
井
上
寛

・
ニ
十

二
人
）
と

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
白
寿
会

の
人
た
ち
に
よ
り
公
園
の
清
掃
活
動

が
開
始
さ
れ
、
午
前
十
時
か
ら
は
、

児
童
も
加
わ
り
一
緒
に
草
む
し
り
等

を

魯
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最
後
に
は
白
寿
会
の
み
な
さ
ん
と

児
童
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。今
年
最
後
と
な
っ
た
六
年
生
の
み

な
さ
ん
は
、
白
寿
会
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

楽しく観覧する白寿会のみなさん

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
活
動
で
汗
を
流
し
た
後
、
午

前
十

一
時
半
か
ら
は
駐
車
場
を
会
場

に
し
て
白
寿
会
の
人
た
ち
に
よ
り
準

備
さ
れ
た
昼
食
を
児
童
た
ち
と
共
に

会
食
。
そ
の
後
、
歌
や
踊
り
、
ク
イ
ズ
等

が
あ
り
ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
肩

た
た
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

こ
。
t
 又、
児
童
た
ち
に
は
、
手
編
み
カ

ゴ
の
プ
レ
ゼ
ソ
ト
も
あ
り
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

． 
＇
眉

贅
臨
菩
轟

-.I

冬
の
空
気
が、

番
汚
れ
て
い
る
。

実
行
し
よ
う

ア
イ
ド
リ
ン
グ

・

寒
い
け
れ
ど
、
澄
み
き
っ
た
き
れ

い
な
空
気
が
こ
こ
ち
よ
い
ー
そ
ん
な

冬
の
印
象
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。
実
は
、

一
年
の
う
ち
で
最
も
空
気

が
汚
れ
る
の
は
冬
季
。
特
に
十

二
月

は
、
自
動
車
交
通
量
の
増
加
や
家
庭
・

オ
フ
ィ
ス
の
暖
房
、
さ
ら
に
冬
の
気

象
条
件
が
重
な
っ
て
、
窒
素
酸
化
物

(
N
o
x)な
ど
大
気
汚
染
物
質
の
濃

度
が
高
ま
り
ま
す
。

な
か
で
も
自
動
車
の
排
ガ
ス
に
よ

る
汚
染
は
深
刻
で
、
東
京
都
内
で
発

生
す
る

N
o
X
の
約
七
割
が
自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
か
ら
出
る
黒
煙

な
ど
の
汚
染
物
質
も
、

N
o
Xと
と

も
に
人
の
呼
吸
器
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ソ
グ
・
ス
ト
ッ
プ
と
は
、

「
自
動
車
を
停
車
さ
せ
て
い
る
と
き

は
エ
ソ
ジ
ソ
の
か
け
っ
ぱ
な
し
を
や

め
よ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ソ
グ
を
や
め
れ

ば
、
排
ガ
ス
が
減
り
、
燃
料
も
節
約

で
ぎ
ま
す
。

例
え
ば
、
東
京
都
内
の
す
べ
て
の

自
動
車
（
約
四
百
万
台
が
登
録
）
が
毎

大
気
環
境
を
改
善
す
る

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

ス
ト
ッ
プ

日
十
分
間
ァ
イ
ド
リ
ソ
グ
を
短
縮
す

れ
ば
、

一
年
間
で
ガ
ソ
リ
ソ
ニ
十
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
ド
ラ
ム
缶
約
百
万

本
分
）
が
節
約
で
き
ま
す
。
一
台
当

た
り
な
ら
約
五
十
リ
ッ
ト
ル
（
約
五

千
円
分
）
の
節
約
。
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
に
も
役
立
ち
ま
す
。

コ
ソ
ビ
ニ
な
ど
で
の
買
い
物
、
人

待
ち
、
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
、
ド
ラ

イ
ブ
休
憩
な
ど
の
際
に
は
、
ア
イ
ド

リ
ソ
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
実
行
し
て
く

だ
さ
い
。

0
歩
い
て
行
け
る
外
出
に
は
自
家
用

車
を
使
わ
な
い

0
自
家
用
車
の
利
用
を
な
る
べ
く
控

え
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

〇
暖
房
の
利
用
を
控
え
る
（
適
温

20

℃
)
 

0
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め

に
切
る

0
自
家
用
車
や
電
気
機
器
を
買
い
替

え
る
と
き
は
、
燃
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
よ
い
製
品
を
選
ぶ

第21回南予地区愛媛県産品まつり
（宇和島会場）

県産品を紹介し、その愛用を促進して、地場産業の

振興を図るため、 『第21回南予地区愛媛県産品まつ

り（宇和島会場）』が開催されます。

会場では、地域の特産品等が展示・即売されます

ので、御近所お誘い合わせのうえ、ぜひ御来場くだ

さい。

0日時

〇会 場

12月 6日（土）は10: 00,--.....1 7 : 00まで
12月 7日（日）は10:00,--.....16: 00まで

宇和島銀天街（袋町、新橋通り、恵美須町

商店街）

マスコ足醇に報道捐熾さ汎た絋』靡甘

10/ 6 

10/20 

愛媛新聞ワイドリポート 苦憎するダム水源地

テレピ愛媛ザ・ヒューマンピデオコーナー

町民運動会

羹
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第
四
十
五
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
が
、
十
月
二
十
九
日
県
民
文
化
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
お
い
て
、
肱
川
中
学
校
生

徒
会
が
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
長
年
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
出
席

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
鹿
児
島

市
に
お
い
て
、
十
月
二
十
三
日
ー
ニ

十
四
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
喜
多

郡
を
代
表
し
て
中
居
喜
代
光
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。
高
齢
社
会
を
迎
え

て
の
今
日
、
「
老
人
ク
ラ
ブ
ニ
十
一

世
紀
プ
ラ
ソ
」
の
方
向
を
ど
う
す
る 山田君と富山先生

社
協
た
よ
り

く
し
て
ぎ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、
中
学
校
よ
り
富

山
先
生
と
山
田
泰
弘
君
が
出
席
、
山

田
君
が
代
表
で
壇
上
に
て
受
賞
し
ま

し
た
。今
年
は
「
児
童
福
祉
法
制
定
五
十

周
年
」
「
民
生
委
員
制
度
創
設
八
十
周

年
」
に
あ
た
り
福
祉
活
動
に
と
っ
て

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
各
地
で
進
め
て
い
く

た
め
に
は
住
民
の
主
体
的
な
福
祉
活

動
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
本
大
会

は
、
こ
れ
ら
を
共
通
認
識
と
し
て
、

福
祉
向
上
の
た
め
、
関
係
者
の
理
解

と
連
携
を
促
進
す
る
事
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
な
ど
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
居
会
長
は
、
第
五
分
科
会
場

の
「
児
童
と
高
齢
者
の
世
代
交
流
」
に

出
席
し
、
五
県
の
活
動
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
当
町
老
連
の
活
動
も
全
国

に
負
け
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

活
動
に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。

愛
媛
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

肱
川
中
学
校
生
徒
会

゜

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

南

涼

子

「
高
茂
岬
を
熱
唱
」

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上

鹿

野

川

成

登

光

義

様

広

常

下

野

シ

ズ

子

様

下

鹿

野

川

水

口

健

一

様

柳

村

田

英

夫

様

十
月
三
十
一
日
、
午
前
九
時
よ
り

ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て

第
二
十
一
回
肱
川
町
老
人
ク
ラ
プ
運

動
会
が
、
会
員
二
七

0
人
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
の
健

康
優
良
老
人
表
彰
が
あ
り
、
福
田
哲

秋
さ
ん
外
十
人
の
方
々
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
町
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
今
日
ま
で

の
ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を
述
べ
ら
れ
、

今
後
ま
す
ま
す
健
康
に
留
意
さ
れ
る

よ
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
・
浅
井
義
明
さ

ん
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
競
技
に
入
り

各
ク
ラ
ブ
対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と

軽
い
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
が
、
会
員
の

皆
さ
ん
、
か
な
り
熱
中
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
最
後
の
楽
し
み
は
、
「
も
ち

ま
き
」
、
く
じ
入
り
で
あ
っ
た
た
め
、

景
品
を
も
ら
い
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

昼
か
ら
は
、
婦
人
部
に
よ
る
花
笠

音
頭
を
最
初
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
持
ち

芸
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
の
目
玉
で
あ
っ
た
、
南

涼
子
さ
ん
の
歌
謡
、
ソ
ョ
ー
に
は
、
老

人
以
外
の
方
々
も
来
ら
れ
歌
の
熱
唱

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

平成9年度健康優良老人表彰者名簿

クフブ名 部落名 氏 名 生年月日 年齢

中央
下鹿野）II福田 哲秋 T 8. 12 31 77 
上鹿野）II成本 花子 T 12. 4. 1 74 

大谷
森 沖田夏太郎 T 7 7. 20 78 
大平 山本キクエ T 5. 2.19 81 

小藪
大和 兵頭 芳一 Tl0.7.10 75 
大和 亀井 定市 Tll.8.1 74 

予子林
郷 井上 萬弥 T 3 4. 7 83 
町 福田 政章 T 3. 2.10 83 

正山
道野尾 万寺ヨシ子 T9.3.25 77 
協生 谷本恒雄 M44.10 1 85 

岩谷 上敷水 冨永 トシェ Tl0.5.16 76 

(11名）

に
う
っ
と
り
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
花

束
を
贈
呈
に
代
表
で
出
ら
れ
た
森
議

員
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
デ
ビ
ュ
ー
曲
で
あ
る
「
高
茂
岬
」

を
歌
わ
れ
る
頃
は
最
高
潮
に
達
し
、

本
年
の
老
人
運
動
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
老
人
会
の
皆
様

に
と
っ
て
は
想
い
出
に
残
る
日
に
な
っ

た
事
と
思
い
ま
す
。
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ハ
ー
ト
も
ポ
ッ
と

あ
っ
だ
ガ
い
。

砂場で賞金または賞品か当たる．／

99』"司

当ててちょきんぎよ
キャツペーノ`＿I4 

千円

く
じ
で
ド
キ
ド
キ

当
た
れ
ば
ウ
キ
ウ
キ
。

/
 

鑢顧7,700万円をドーンとフレゼントII
ワクワクの賞金まだは
ちょきんきょクッズガ当だる。
賞金・賞品をお受取りください。

くじに住所・氏名等をこ記入の上、お申し込みになったJA窓口にてお引換えください。

パ即．申し‘
令 a 令
JAで貯金・積金を申し込みます

期間中にJAの定期貯金、
スーパー貯蓄貯金、定期積金

を新しくこ契約いただくと、J火やキ＇くじ
その場で当たる、楽しいス

ピードくじを差し上けます。
て
令今r 

スピードくじを
引いてください

その場ですぐに賞金・

賞品が当たります。

.IA震協／愛媛県信連
お問い合わせ・ご質問は、お気軽にお近くのJA窓口へ。

※上記当選本数は、期問中県下での予定合計本数です。

※1等～4等の賞金は、20％の税金を引いた額でのお支払いとなります。あらかじめご了承ください。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

十
月
号
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
ご
案

内
を
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
末

金
融
推
進
運
動
が
十

一
月

一
日
か
ら

十

二
月―
――
十
日
ま
で
の
間
実
施
致
し

ま
す
。
そ
の
運
動
に
合
わ
し
、
今
年
は
当

て
て
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
等
か
ら
四
等
ま
で
は
現
金
が
当

た
り
合
わ
せ
て
五
等
は
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ

グ
ッ

ズ
が
当
た
る
と
言
う
豪
華
キ
ャ

ソ
ペ
ー
ソ
で
す
。

定
期

一
年
以
上

一
ロ

一
0
万
円
に

つ
き

一
本
引
け
ま
す
。
又
定
期
積
金

の
場
合
は
五

0
万
円

一
口
契
約
に
つ

き
一
本
引
け
る
と
言
う
事
で
す
。
ど

う
か
ふ
る

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

尚、

今
年
は
十

二
月
三
十

一
日
が

全
金
融
機
関
が
休
み
の
為
、

一
斉
推

進
（
家
庭
訪
問
）
は
十

二
月

二
十
九
日

と
三
十
日
に
行
い
ま
す
の
で
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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らヽ ン実施中
JA肱川では、昨年に引き続き平成9年11月1日から平成10年 4月30日までの間らくらくカエ

ルキャンペーンを実施中です。自家用車の購入、買替え等にこの JA自動車ローンをご利用下さ

い。申込みにつきましては本所の金融課へお気軽にご相談下さい。

＜
 

らヽ＜
 

カエルキャンペー

利

最優遇金利

3.496 

ー
・

基準金利

4.4% 

お支払いプラン．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

~置儡罰論言嘉五富‘10_0~円）を
A自動車毎士のJA自動車ローン JA自動車ローン

0ーン (JA基準金利） (JA最衝邑金利）

借入金額 2,000,000円2,000,000円 2,000,000円

返済回数 60回 60回 60回

毎月の返済額 20,758円 18,597円 18,146円

ポーナス月の返済頷 147,136円 131,091円 127,732円

総返済額 2,509,260円2,240,760円 2,184,620円

年 利 率 9.0% 4.4% 3.4% 

毎月の返済額の差 ▲ 2, 161円 ▲ 2,612円

ボーナス月の返済額の差 ▲ 16,045円 ▲ 19,404円

総返済額の差 ▲268,500円 ▲324,640円

ご返済には、別途保証料（融資額より差引徴求）が必要となります。

。＇ご科用の条件．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

実施期間 平成9年11月1日～平成10年4月30日
ご利用できる方 満年齢が20歳以上で、 JAが定める

条件を満たしている方。

最高300万円まで

融資期間中に金利は変動しません

6ヶ月以上5年以内

毎月返済またはポーナス併用返済

不用です

原則として不用です

（愛媛県農業信用基金協会の保証を受

けていただきます）

年1.0％以内
●カーディ ーラー等の見積書または

契約書

●収入証明書

●運転免許証

ハおトクな金利軽減特典...................................................... 
JAとのお取引内容に応じて、金利を軽減（※最大1.0％まで、
年利3.4%）いたします。このチャンスをお貝逃しなく。

ご融資額

金利の変動

ご返済期間

ご返済方法

担保

保証人

保証料

ご利用時に

こ戸意していただ＜
書類 ●健康保険証

等

・""日鼠饂口

12
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
3
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
1
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
1
7
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
22
日
（
月
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

12
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
29
日
（
月
）
中
津
方
面

12
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
2
月
醤
油
配
達
予
定
表

12
月
1
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
12
日
（
金
）
本
所
地
区

12
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

12
月
26
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
1
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

12
月
3
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
2月
5

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

12
月
8
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

12
月
10
日
（
水
）
久
保

12
月
12
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

12
月
15
日
（
月
）
広
常
・
影
地

12
月
1
7
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

12
月
18
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

12
月
19
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

12
月
22
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

12
月
24
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・

郷
・
瓜
生
谷

12
月
26
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

12
月
29
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平
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{-----------------------------------------•----------------へ＇ ！ 

！”麟彎□＇iーぷ~, i 
！ 

！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 
: 

i •.,_. ~ -•._ ~,~ • -. ~ •._ •,.. -• o,-- I ~,~ • - . • • • • - • • ~., • ! 
！ 

県森連市況
i 平成9年10月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 大洲木市より （単位吋当り：円） 市売日..乎成9年10月15日 ！ 
！ 

市売数呈 •·822ケース 15,000kg 

： スギヒノキマッ 平均単価 4,912円

！長さ末口径直曲がり直曲がり 直 その他 銘柄別単価 l 
! 7CJII下本 389本 261本 516本 449 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

} 8 CJII上本 465本 439本 722本 736 こうこ 8,500 ~ 9,500 強特用大 4,500~ 5,600 保 ！ 
: 4 ml3cm上 19,000 -37,000 -18Cil1上 大厚 6,800~7,800 強特用中 4,500~ 5,800 保！
! I 1!8 CJII上19,300 -43,000 -24叫！
! 24 CJII上20000 -45 000 —叫 中 厚 7,800~ 9,300 強特用中小 4,200~ 5,600 保

! 
7 cm下本 230本 157本 230本 157 中小厚 6,500~ 8,000 強特用小 4,000~ 4,500 保 ！ 
8 cm上本 310本 310本 370本 370

! 
小 厚 4,600~ 5,000 強大バレ 3,800~ 4,200 保，

i 13 m 11 CIII上14,5001 119,000 
13 cm上 17,500 -32,000 -18叫 大ウス 5,600~7,400 強中パレ 3,900~ 4,300 保 i

! I 1!8 CJII上 18,000 -33,000 -4叫 中ウス 6,500~ 7,500 強中小パレ 3,500~ 4,000 保！
! 24 cm上15000 -25 0OO Cil1上

7 CJII下本 50本一本 50本一
中小ウス 5,600 ~ 6,200 強小バレ 2,400 ~ 3,000 保 ！ 

{ 2m8 cm上本一本一本一本一 小ウス 4,000~ 4,800 強変形 3,800~ 5,800 強！
16 cm上 8,000 -20,000 -13叫 ジャミ 2,000~ 3,000 保色悪ウス 3,600~ 4,500 保！

! 30 cm Cil1J: ! 
! 6 m 13 cm上25,500 53,000 

どんこ大 7,500 ~ 9,000 強色悪パレ 2, 000 ~ 2,800 保

! 18 cm上21000 47 000 どんこ中 5,800 ~ 7,000 強 Ij粒ドンコ ～ i 
！ 特選 l78,900 どんこ小 4,500 ~ 5,500 保スライス 2,500 ~ 5,300 強

！ 
~ I ! 

足 如 1m当た り 円～円 概況 本年度春子最終市は、上物の出品は少なかったが高価格を保っている。 9 
！ 杉材横這い、桧材3m柱 6mは、弱保合。 特用～バレが頭打ちになって来たが、こうこ系～こうしん系は強い。秋
備考優良材、小径木、松材は依然強保合。 ！ 
！ 次回i1月 7日は、特別市を開催致します。宜しくお願い申し上げます。

に入って降雨不足の為、秋子発生が止まっています。少呈でも出荷をお

! 
願いします。

¥.----------------------------------------」

狩

さ
て
、
十
一
月
十
五

日
は
狩
猟
解
禁
日
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
日
を
首
を
長
く
し
て

待
ち
わ
び
た
方
も
少
な

く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
全
国
的
に
言
え
ば
、

な
に
か
し
ら
の
事
故
が

発
生
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
狩
猟
に
関
す

る
法
令
や
山
の
中
で
の

マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
っ

て
、
今
シ
ー
ズ
ソ
も
無

事
故
・
無
違
反
に
つ
と

め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狩
猟
を
し
て

い
な
い
方
で
も
間
違
え

ら
れ
て
被
害
者
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
防
衛
手
段
と
し
て

は
、
山
の
中
に
入
る
と

き
は
だ
い
た
い
暗
色
系

（
黒
、
紺
、
緑
等
）
の
作

業
着
（
帽
子
）
を
着
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、

こ
れ
が
か
え
っ
て
獲
物

と
誤
認
さ
れ
る
事
が
あ

る
と
い
う
事
で
す
の
で
、

明
色
系
（
明
る
い
赤
、

黄
色
等
）
の
作
業
着
（
帽

子
）
も
し
く
は
ベ
ス
ト

等
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

今
年
か
ら
狩
猟
者
に
は
明
色
系
の

帽
子
と
ベ
ス
ト
を
配
っ
て
、
そ
れ
を

身
に
つ
け
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
誤
認
に
よ
る
被
害
が
少

な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
狩
猟
と
は
話
が
変
わ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
く
る

と
林
内
で
の
た
き
火
が
欠
か
せ
な
く

な
り
ま
す
が
、
そ
の
残
り
火
に
よ
る

出
火
・
延
焼
が
増
え
て
く
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
長
い
年
月
を

か
け
、
手
間
暇
か
け
て
造
り
上
げ
た

財
産
を
無
駄
に
無
く
し
て
し
ま
う
事

が
な
い
よ
う
に
、
火
を
使
っ
た
後
始

末
に
は
充
分
な
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
寒
い
と
思
っ
た
ほ
ど

身
体
が
動
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の

で
余
裕
を
持
っ
た
行
動
を
と
っ
て
ケ

ガ
等
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

林

業

改

良

指

導

員

赤

松

寛

和

呂
タヌキ 口

キツネ

ウサギ イノシシ
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⑨
⑭
@
@
R
⑯
 

止
し
ま
す
。

一
野
菜
―

予
戸
い
い
戸
り
“
〗
[
L
\

冬

春

野

菜

の

管

理

霜

除

け

を

し

て

お

き

ま

す

。

秋
物
野
菜
や
果
樹
等
の
収
穫
も
そ
ま
た
、
べ
た
が
け
は
昼
間
の
保
温

ろ
そ
ろ
終
わ
り
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
効
果
に
よ
り
生
育
を
促
進
し
、
や
や

と
こ
ろ
で
は
一
息
つ
か
れ
て
い
る
こ
早
め
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

と

思

い

ま

す

。

③

風

よ

け

今
月
は
秋
に
播
い
た
冬
春
野
菜
の
風
の
流
れ
を
弱
め
る
こ
と
は
、
気

主
な
管
理
に
つ
＇
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
温
の
低
下
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
作

物
の
葉
面
か
ら
の
蒸
散
量
を
抑
さ
え

四
国
地
方
の
三
ヶ
月
予
報
に
よ
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
冷
害

へ
の
抵
抗

と
、
冬
型
の
気
圧
配
置
は
長
続
き
せ
力
が
増
し
、
生
育
を
助
け
て
や
る
こ

ず
、
平
年
に
比
べ
る
と
雨
や
曇
り
の
と
が
で
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
理
の
北
側

日
が
多
い
見
込
み
で
、
気
饂
も
や
や
か
ら
西
側
に
ワ
ラ
や
細
竹
の
枝
な
ど

高
め
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
を
立
て
寒
風
が
作
物
に
当
た
ら
な
い

し
か
し
、

気
温
が
高
め
に
推
移
し

よ

う

に

し

ま

す

。

た
と
き
こ
そ
低
温
に
よ
る
被
害
が
大

④
そ
の
他

き
く
な
り
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
こ
れ
ら
の
他
に
も
リ
ソ
酸
や
カ
リ

要

で

す

。

分

の

施

用

な

ど

、

皆

さ

ん

の

と

こ

ろ

一

、

防

寒

対

策

で

実

施

さ

れ

て

い
る
様
々
な
防
寒
対

①
土

寄

せ

策

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

ダ
イ
コ
ソ
な
ど
の
根
菜
類
は
畑
で
寒
害
は
何
か
―
つ
の
方
法
で
防
止

の
貯
蔵
性
が
高
く
、
い
つ
で
も
収
穫
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ

し
て
食
卓
に
の
せ
る
こ
と
の
で
き
る
か
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

代
表
的
な
冬
野
菜
で
す
が
、
凍
結
に
よ
っ
て
効
果
が
出
る
も
の
で
す
。

は
弱
い
の
で
、
予
め
株
元
に
土
寄
せ
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
（
ダ

し
て
地
上
に
露
出
し
て
い
る
根
部
を
イ
コ

ソ
、
カ
ブ
な
ど
の
根
菜
類
や
ハ

覆

っ

て

お

き

ま

す

。

ク

サ

イ

、

シ

ロ

ナ

、

チ

ソ

ゲ

ソ

サ

イ

、

ま
た
、
品
種
に
よ
っ
て
は
春
先
ま
タ
ァ
サ
イ
な
ど
の
葉
菜
類
）
は
枯
死

で
畑
で
の
貯
蔵
が
で
き
る
も
の
も
あ
し
な
い
程
度
な
ら
寒
さ
に
当
た
る
ほ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
コ
ど
甘
み
が
増
し
ま
す
。

ソ
に
は
苔
立
ち
を
予
防
す
る
た
め
、
生
育
途
中
の
も
の
に
は
防
寒
対
策

ビ
ニ
ー
ル
ト
ソ
ネ
ル
で
被
覆
し
て
保
を
行
い
、
収
穫
間
近
な
も
の
は
寒
さ

温

し

て

お

ぎ

ま

す

。

に

さ

ら

し

て

そ

の

ま

ま

味

を

楽

し

む

②

霜

除

け

な

ど

色

々

工

夫

し

て

み

て

は

い

か

が

こ
れ
か
ら
は
秋
に
播
い
た
葉
菜

類

で

し
ょ
う
か
：
・・:
0

い
わ
ゆ
る
葉
っ
ば
も
の
が
欠
か
す
こ
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

と

な

く

楽

し

め

る

時

期

で

す

が

、

低

主

任

戸

井

康

雄

温
に
よ
っ
て
体
内
（
葉
内
）
の
水
分
が

凍
結
す
る
と
寒
害
を
受
け
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
芯
が
や
ら
れ
て
生
長
が
停

一
果
樹
の
管
理
一

栗
の
剪
定

樹
齢
別
の
剪
定

①
一
年
目

植
え
付
け
時
の
切
り
戻
し
の
高
さ

は
、
苗
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な
る
が

一
般
的
に
は
地
上
六

0
か
ら
八
O

cm

が
適
当
で
あ
る
。
（
良
い
苗
は
高
く
、

不
良
苗
は
低
く
切
る
）

②
二
年
目

先
端
の
勢
い
の
良
い
新
梢
を
主
幹

と
し
て
伸
ば
す
。
そ
れ
よ
り
下
の
枝

は
、
発
生
角
度
、
強
さ
、
位
置
を
考

え
て
四
本
程
度
残
し
、
そ
れ
以
外
は

切
る
。
主
幹
、
主
枝
候
補
枝
の
先
端

は
や
や
強
く
切
り
戻
す
。

③
三
年
目

主
幹
延
長
枝
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば

し
、
逆
行
枝
や
重
な
り
枝
を
間
引
く
。

新
梢
の
先
端
の
切
り
戻
し
は
数

cm
程

度
に
軽
く
行
う
。

④
四
か
ら
五
年
目

主
枝
候
補
枝
、
亜
主
枝
、
側
枝
に

た
い
し
て
日
光
を
遮
る
枝
を
切
る
。

ま
た
、
逆
行
枝
、
直
立
枝
を
間
引
く。

樹
勢
が
落
ち
着
い
て
い
れ
ば
、
結
果

母
枝
を
五
分
の
一
程
度
切
り
返
し
剪

定
を
す
る
。

⑤
五
か
ら
七
年
目

樹
高
も
高
く
な
り
、
芯
抜
き
の
適

期
で
あ
る
。
樹
高
が
約
四

m
に
成
っ

た
頃
を
目
安
に
行
う
。

芯
抜
き
は
、
最
上
部
の
主
枝
が
残

る
分
岐
部
の
地
上
約
一
・
五

m
ま
で

切
り
戻
す
。
切
断
面
は
主
枝
の
傾
き

と
同
じ
方
向
に
や
や
斜
め
に
し
、
保

護
剤
を
塗
布
す
る
。
木
工
用
ボ
ソ
ド

で
も
よ
い
。

芯
抜
き
の
適
期
を
過
ぎ
た
木
は
、

二
か
ら
三
年
か
け
て
段
階
的
に
行
う
。

芯
抜
き
後
の
剪
定
は
、
逆
行
枝
、

直
立
枝
を
間
引
く
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
芯
抜
き
部
分
か
ら
の
徒
長
枝
は

柿生にでで皮は 柿ばと くす を剪心主四
のがよき十剣 表柿 病四が維る防制定に枝 0
剪少りる分ぎのの害 m必持た除限を‘‘%
定な来 ゜に等と病 虫以 要すめ 等す行切 側が
く年こ防のお害の内でるにのるいり枝適
なのれ除耕り虫冬にあよも作よ‘戻単当
る病をす種での 期しるう‘ 業う結し位で
°害行る的あ越 防た゜に樹性に 果‘のあ
虫うこ防り 冬除いです高をす母間枝る
のこと除‘場 ゜きるを良る枝引を 0 t 
発とが法粗所 れこ低< °数き中亜

カキの主要越冬病害虫と耕種的防除法

病害虫名 越冬部位、湯所越冬状態

炭 そ 病病枝 苗糸

う と~ ん こ 病枝幹、落葉子のう殻

落 葉 病落葉 菌糸

里 星 病病枝 苗糸

カ キ ミ ガ粗皮間隙 幼虫（まゆ）

ハマキムシ類粗皮問隙 幼虫（まゆ）

アザミウマ類粗皮問隙 成虫

カイガラムシ類粗皮問隙 幼虫、成虫

カメムシ類落葉の下 成虫

ヒメコスカシパ粗皮間隙 幼虫

カキノキマダラメイガ粗皮間隙 幼虫

イ ラ ガ類枝幹 幼虫（まゆ）

ミノ ムシ類枝幹 幼虫（ ミノ）

ミドリ ヒメ ヨコパ イ類常緑樹 成虫

セソチュウ土壌中 一

ダ ニ 類粗皮間隙 成虫

冬期防除法

罹病枝剪除、焼却

落葉焼却

落葉焼却

罹病枝剪除、焼却

粗皮けずり

粗皮けずり

粗皮けずり

粗皮けずり

落葉焼却

粗皮けずり

粗皮けずり

粗皮けずり

ミノの捕虫、焼却

常緑樹の防除

11 • 3月に殺セソチュウ剤処理

粗皮けずり

基
部
か
ら
間
引
く
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
は
鋸
剪
定
が
中
心

に
な
り
、
細
か
い
剪
定
は
あ
ま
り
し

な
い
よ
う
に
な
る
C

⑥

成

木

樹
幹
の
上
部
か
ら
下
部
ま
で
日
光

が
十
分
に
入
る
よ
う
に
す
る
。
日
当

た
り
の
面
か
ら
見
て
じ
ゃ
ま
に
な
る

上
部
の
枝
を
剪
除
す
る
よ
う
に
す
る
。

ふ
つ
う
剪
除
す
る
枝
が
残
す
枝
よ
り

充
実
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
迷
わ

ず
に
切
る
。

結
果
母
枝
の
剪
除
率
ょ
約

一

畜

産

―

幼
畜
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て

一
般
に
、
幼
畜
は
寒
さ
に
弱
い
た

め
、
こ
の
時
期
の
不
適
切
な
飼
養
管

理
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
、
経
営
上

大
き
な
損
失
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。そ
こ
で
次
の
よ
う
な
湿
度
を
目
安

に
飼
養
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

子
牛
の
体
温
調
節
機
能
は
、
出
生

柿
の
結
果
習
性
は
、
春
に
伸
び
た

枝
に
結
実
す
る
。
結
果
母
枝
の
先
端

部
か
ら
伸
び
る
枝
に
花
（
果
実
）
が
多

く
、
基
部
か
ら
伸
び
る
枝
に
は
花

（
果
実
）
が
つ
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

結
果
母
枝
の
切
り
返
し
剪
定
を
行
う

と
花
（
果
実
）
が
少
な
い
こ
と
に
な
る

の
で
注
意
す
る
。

ま
た
、
強
剪
定
を
行
う
と
樹
勢
が

乱
れ
て
生
理
的
落
果
が
多
く
な
る
の

で
、
強
剪
定
は
つ
つ
し
み
、
採
光
を

促
す
よ
う
に
す
る
。

後
す
で
に
完
成
し
て
い
る
が
、
新
生

子
牛
の
臨
界
温
度
（
生
体
が
科
学
的

調
節
を
行
う
饂
度
）
は
、

15
℃
で
あ

る
。
こ
の
温
度
は
、

12
週
齢
以
降
に

な
る
と
約
2
℃
ま
で
低
下
し
、
外
気

温
に
対
す
る
抵
抗
性
は
高
ま
る
。

特
に
日
常
の
観
察
を
十
分
に
行
い

異
常
が
あ
れ
ば
獣
医
師
に
連
絡
し
早

め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ

ー

技

師

高

野

政

明
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匡 l2月24日（水）～31日（水） 1 月 6日（火） •7日（水）川上商工会 l F
1 月 8日（木） • 9日（金）河辺村老人福祉センター

区午前9時30分～午後5時30分

今閃問店
,.,,ント‘-‘ヨ9フ＼ 9ァみ
hむ昂店
9:) 天⇔穿

ます ー・

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
ヵ
月
余
り
と
な
り
、

冬
の
気
配
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
加
盟
店

で
は
、

一
年
間
の
ご
愛

顧
に
感
謝
し
て
、
今
年

も
例
年
ど
お
り
十

二
月

一
日
か
ら

三
十
一
日
ま

で
の

一
ヵ
月
問
、
肱
川

土類凸
フラワ置6雹

ファミ•，'一·，ョップ高お 1ょ

t凸タリ ．ーンタモ
笠出霊

慶""逍3書の凸
鷹刃il：セソタ
J;lt因転裏紐
可“貧嘉店
ク- 9更F宮
刃内写真E
頭じ生
,、スタ只マr
曹9999セ店

冨4囀畷店
警書冒●庄
、1ラエ"ショ，7℃壬
囁、重員干編
墨t 累互
=JI電●驀S
＂由でn品こ
璽雹百S
?m謂屈店

一荏区憑店

谷工圭
山円茂石

9 ・ ・ 
ぁ音こ`ヮg:
ヒューi,.i口9王つみ
冴辺ヨ鮎Wi
it;12S 
名士頑荘

..99B叶‘を
，，すこ冥G室
口閑右

町
と
河
辺
村
で
歳
末
連
合
大
売
出
し
を

行
い
ま
す
。

今
年
は
少
し
趣
を
変
え
、
特
等
は
現

金
が
三
万
円
、
そ
の
他
一
等
か
ら
五
等

ま
で
空
く
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
日
用
品
ま
で
手
ご
ろ
な

価
格
で
提
供
し
、
お
客
様
に
喜
こ
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
買
得
商
品
を
豊

富
に
揃
え
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下
さ
い

。 行

t

”

い
1|

6

」

L
|
J
I
 

幸
運
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

等
を
つ
か
も
う

歳
末
連
合
大
売
出
し

＊

期

問

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
カ
月
間
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
百
円
の
お
買

い
物
で
一
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

＊
抽

選

抽
選
補
助
券
二
十
枚
で

一
回
抽
選
出

来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間

・
抽
選
会
場

◎
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
と
、
一
月
六
日
、
七
日
の
十
日
間

は
、
肱
川
町
・

川
上
商
工
会

二
階
集

会
室
で
行
い
ま
す
。

◎
一
月
八
日
・
九
日
の

二
日
間
は
河
辺

村
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

＊

景

品

特

等

現

金

三

万

円

一
等
現
金
一
万
円

二
等

現

金

五

千

円

-l一等
商

品

券

千

円

四
等
商
品
券
五
百
円

五

等

日

用

品

各

種

年
末
に
は
、
下
記
の
歳
末
連
合
大
売

出
し
加
盟
店
を
ご
利
用
の
上
、
好
運
を

お
引
き
当
て
下
さ
い

。

十
二
本

二
十
四
本

五
十
本

歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

閲
米
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
ピ
ー

J

福福バ橋冨曽シ佐河ク京川鹿鹿鹿大あ
ラ 西
栄工 根ス イ上野野
栄 本永 ー内
テ
膝屋 ク

堂イ
時夕 I 

自
J 11 J I I リ

堂 シ家呉計 I鮮写ン呉 セ主生 Iお
菓ヨ

眼美 美
転

薬子；具服心六魚真 服車ン婦 ： 
岩
醗合 容 夕のグ

館舗田店店店室店館室店店 I店堂店ぱ

令

岡

商

店

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
い
ず
み

鉾

岩

商

店

リ

リ

美

容

室

す

容

や 森 本ピ名北河あ
ュ

一 門」本川辺ま
←イ
商精サ 自ご
美口

米
ン商商
ぁ 動の

っ
室店所み店店車里

上

甲

商

店

フ土

井

商

店

フ

ワ

ー

美

容

室

西

宮

商

店

山谷

田本

商酒

店店

分養村三

和
田瀬

老
衣電

気

酒
料機

商品商

店造店会

歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店

ー』1日1
1
日

1

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
ゞ
’
―
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l青年部だより

キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
と
か
け
て
謁
布
院
と
と
く

そ
の
こ
こ
ろ
は
…
…

先
日
、
我
々
青
年
部
は

九
州
方
面
へ
研
修
旅
行
に

で
か
け
た
。

初
日
の
研
修
地
で
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
昨
年
六
月
に
オ
ー
プ
ソ
し
一
年
間

に
入
場
者
数
一
、
六
四

0
万
人
と
い
う

数
字
を
だ
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
、

「
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多
」
で
あ
る
。
そ

の
巨
大
な
建
造
物
は
、

S

F
映
画
の
近

未
来
都
市
の
ビ
ル
を
思
わ
せ
、
そ
の
デ

ザ
イ
ソ
に
ま
ず
は
圧
倒
さ
れ
る
。
施
設

の
中
央
に
は
広
い
吹
き
抜
け
が
あ
り
、

そ
れ
は
公
園
と
い
う
か
憩
い
の
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
キ
ャ
ナ
ル
（
運

河
）
が
流
れ
、
そ
の
ほ
と
り
に
ス
テ
ー
ジ

が
あ
り
、
そ
の
日
は
大
道
芸
や
新
作
ス

キ
ー
ウ
エ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
シ
ョ
ー

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ソ
関
係
の
テ
ナ
ン

ト
が
多
い
け
れ

ど
も
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
な
ど

平
成
九
年
度
県
外
研
修

の
ホ
テ
ル
も
施
設
内
に
あ
り
、
劇
場
、
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

飲
食
店
街
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
書
け

ば
キ
リ
が
な
い
程
の
多
種
多
様
な
業
種

の
店
、
施
設
が
集
合
し
て
お
り
、
そ
れ
は

ま
さ
に
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
と
い
う
名
前

の
と
お
り
、
博
多
と
い
う
街
に
出
現
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
街
と
い
う
気
が
し
た
。

翌
日
は
湯
布
院
町
商
工
会
に
訪
れ
、

同
町
青
年
部
と
の
交
流
会
を
お
こ
な
っ

た
。
温
泉
の
町
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
多
数
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
ア
ー
ト
の

町
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
布
院
町
は
、
人

口
約

一
万
二

千
の
町
に
年
間
四
百
万
人

も
の
観
光
客
が
訪
れ
、
観
光
地
と
し
て

い
ま
で
こ
そ
有
名
で
あ
る
が
、
昔
は
隣

の
温
泉
消
出
量
日
本

一
の
別
府
市
に
隠

れ
、
山
と
田
し
か
な
い
小
さ
な
町
だ
っ

た
と
い
う
。
当
時
そ
れ
を
な
ん
と
か
し

よ
う
と
い
う
一
心
で
が
ん
ば
っ
て
こ
ら

れ
た
世
代
の
方
は
、
も
う
青
年
部
に
は

お
ら
れ
な
い
の
で
詳
し
い
苦
労
話
は
聞

く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

と
に
か
く
別
府
の
真
似
は
し
な
い
、
別

府
市
に
は
な
い
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と

い
う
考
え
か
ら
歓
楽
街
を
廃
し
た
町
づ

く
り
を
基
本
と
し
て
、
「
自
然
と
人
間

と
の
調
和
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
自
然

環
境
や
住
環
境
を
大
切
に
し
て
き
た
事
、

そ
の
理
念
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
く
と
語
っ
た

青
年
部
長
の
言
葉
は
自
信
に
あ
ふ
れ
、

婦
人
部
西
南
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
主
催
に
よ
る
親

睦
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
先

日
肱
川
町
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
西
南
地
区
の
姉
人
部

の
団
結
と
部
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年

は
、
喜
多
郡
、
東
宇
和
郡
、
西
宇
和
郡

か
ら
十
七
チ
ー
ム
、
応
援
も
含
め
て
約

1婦人部だより

西南プロック

レクバレー大会開催

ご融資額
学生 • 生徒お一人につき

1 5 0万円以内

利 率
年2.7%（固定金利）
（平成9年8月29日現在）

ご返済期間 8年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能。

保 証
（財）教育資金融資保証基金

または保証人(1名以上）

X6ヵ月閤以上の海外留学資金も対象となります。

力
強
か
っ
た
。
会
話
も
は
ず
み
、
交
流

会
は
予
定
を

一
時
間
も
オ
ー
バ
ー
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
我
々
は
実
際
に
湯
布
院
町
を

散
策
。
平
日
と
い
う
の
に
駐
車
場
は
観

光
バ
ス
、
自
家
用
車
で
う
ま
り
、
老
若

男
女
問
わ
ず
道
を
行
き
交
う
人
は
多
い
。

私
は
こ
こ
に
く
る
の
は
二
度
目
で
あ
り

前
も
思
っ
た
こ
と
な
の
だ
が
、
湯
布
院

は
観
光
地
で
あ
り
な
が
ら
観
光
地
で
な

い
匂
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
が
好

き
だ
か
ら
、
す
て
き
な
場
所
だ
か
ら
自

然
と
人
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

感
じ
な
の
だ
。
同
じ
地
を
二
度
三
度
と

訪
れ
る
い
わ
ゆ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
観
光

客
も
多
い
に
ち
が
い
な
い
。

人
工
的
と
い
え
ば
そ
の
最
た
る
も
の

と
い
え
る
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多
、
か

た
や
自
然
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
山
里

湯
布
院
、
両
極
端
な
成
功
例
を
み
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
何
事
も
中
途

半
端
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

百
五
十
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

川
上
商
工
会
婦
人
部
も
一
チ
ー
ム
が

参
加
し
健
闘
し
た
が
惜
し
く
も
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト
に

は
進
出
で
ぎ
な
か
っ
た
。
勝
っ
た
チ
ー

ム
、
敗
け
た
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に
悲
喜

こ
も
ご
も
で
あ
っ
た
が
、
西
南
ブ
ロ
ッ

ク
の
婦
人
部
員
が
一
堂
に
集
ま
り
親
睦

を
深
め
、
有
意
義
に

一
日
を
過
ご
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優

勝

宇

和

町

商

工

会

A

準
優
勝
野
村
町
商
工
会

B

第
三
位
三
瓶
町
商
工
会

A

敢
闘
賞
三
瓶
町
商
工
会

B

国
の
教
育
ロ
ー
ン
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
等
へ
の
入
学
費
用
や
、

在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資

す
る
「
国
の
教
育
ロ
ー
ソ
」
の
申
込
み
を

受
付
け
し
て
い
ま
す
。
低
利
で
手
続
き

も
簡
単
で
す
。

十
月
二
十
日
大
洲
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、
大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
主
催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道

展
」
の
作
品
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
租
税
教
育
と
納
税

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
大
洲
喜
多
租

税
教
育
推
進
協
議
会
並
び
に
大
洲
税
務

署
、
八
幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
千
七
百
八
十
八
点
の

作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
中
野
小
学
校
、
正
山

小
学
校
、
河
辺
村
か
ら
は
河
辺
小
学
校
、

河
辺
中
学
校
の
四
校
か
ら
合
計
百
七
名

が
出
品
し
、
次
の
方
が
た
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部

【
入
選
】

中
野
小
学
校

河
辺
小
学
校

正
山
小
学
校

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署

に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
役
立
つ
場
所
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎
中
学
生
の
部

【
入
選
】

河
辺
中
学
校

一
年

榮

野

雅

章

四
年
五
年
六
年

松
本
沙
矢
香

小
川
絵
梨
香

兵
頭
さ
と
芙
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肱
川
の
中
心
地
鹿
野
川
で
、
”
鹿
野

川
タ
ク
シ
ー
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
フ

岩
田
“
二
つ
の
店
を
経
営
し
て
い
る
岩

田
良
一
さ
ん
も
、
肱
川
に
帰
省
し
て
ニ

十
年
が
た
つ
。

ま
た
、
「
鹿
野
川
に
な
い
も
の
を
。
」

と
い
う
思
い
で
始
め
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ

。
フ
も
、
は
や
四
年
が
た
と
う
と
し
て
い

る
。
誰
も
が
認
め
る
鹿
野
川
一
働
き
者

の
奥
様
の
美
保
子
さ
ん
と
、
初
心
を
忘

れ
る
事
な
く
、
新
し
い
も
の
を
求
め
続

け
て
今
年
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を

始
め
ら
れ
た
。
一
時
間
歌
い
放
題
で
千

二
百
円
。
こ
れ
は
安
い
と
大
好
評
で
あ

る
。
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
！
「
忘

年
会
シ
ー
ズ
ソ
到
来
と
い
う
こ
と
で
、

八
人
程
度
の
忘
年
会
、
ま
た
は
二
次
会
、

ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
下
さ
い
。
予
約
も
受

け
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
す
。
今
度
は
、

ど
ん
な
事
を
考
え
出
さ
れ
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
だ
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
月
に

一
回
程
度
し

‘'、-、

か
行
け
な
い
ら
し
い
が
、
腕
前
は
か
な

り
の
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
は
、
下
鹿
野
川
の
中
心
と
な
り
、

チ
ー
ム
を
優
勝
へ
と
導
い
た
。
そ
れ
に

野
球
・
バ
レ
ー
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
ぶ
り
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
鮎
と
り
が
好
き
な
良
さ
ん

は
、
店
を
閉
め
、
深
夜
十
二
時
か
ら
川

に
行
く
事
も
あ
る
そ
う
だ
。
鮎
を
と
る

つ
も
り
が
、
投
げ
た
網
で
こ
う
も
り
を

と
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
伝
説
も
お
も

ち
で
あ
る
。

若
く
見
え
る
良
さ
ん
も
、
最
近
、
白

髪
が
目
立
っ
て
き
た
。
も
う
四
十
歳
で

あ
る
。
商
工
会
青
年
部
も
、
今
年
度
い
っ

ば
い
で
定
年
を
む
か
え
ら
れ
る
。
頼
れ

る
先
輩
を
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
非
常
に
さ
み
し
い
思
い
が
す

る
。
退
部
さ
れ
て
も
、
私
達
に
良
き
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
良
さ
ん
の
一
番

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
岩
田

岩

田

良

一

さ

ん

初
心
を
忘
れ
ず

い
つ
も
新
し
さ
を
求
め
て

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

夏
だ
け
の
物
、
そ
ん
な

考
え
は
も
う
古
い
。
ひ

じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ソ

タ
ー
で
は
今
、
桜
田
、

山
本
、
北
田
、
安

川

（
つ
く
し
グ
ル
ー
プ
）

の
皆
さ
ん
に
依
託
し
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製

造
販
売
を
始
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
メ
ニ
ュ
ー

は
、
バ
ニ
ラ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

さ
つ
ま
芋
、
の
三
種
類

で
、
一
ケ
ニ

0
0円
で

す
。
中
で
も
さ
つ
ま
芋

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
中
に
お
芋
の

小
粒
が
入
っ
て
お
り
仲
々
評
判
が
よ
く
、

松
山
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ
買
い
求
め
に
来

ら
れ
る
商
品
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
全
体
に
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
惑
を
大

切
に
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
味
を
活
か

し
て
製
造
す
る
よ
う
心
掛
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
一
年
中

肱
川
の
特
徴
を
活
か
し
、
他
に
な
い
四

季
折
々
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
品
数
を
増
し
、
商
品
ケ
ー

ス
売
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
が
図
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
力
強
く
抱
負
を

話
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

ま
だ
ご
賞
味
な
い
方
は
、
是
非
一
度

お
買
い
求
め
下
さ
い
。

の
喜
び
は
、
お
客
様
が
「
鹿
野
川
に
な

い
も
の
を
。
」
と
い
う
目
的
を
理
解
し

て
下
さ
り
、
新
し
い
事
を
始
め
た
時
に

そ
の
事
を
喜
ん
で
下
さ
っ
た
時
が
一
番

の
喜
び
だ
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

国逍197にアイスクリーム0新名所誕生
ーひじかわ特産開発センター一

秋
祭
り
の
季
節
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

頃
に
な
る
と
、
冷
た
い
風

に
舞
う
落
ち
葉
の
音
と
と

も
に
何
と
な
く
寂
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

か
つ
て
の
秋
祭
り
は
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
何
よ

り
も
心
躍
る
イ
ベ
ソ

ト
で
あ
っ
た
。
行

動
半
径
の
小
さ
か
っ
た
当
時
、
親
戚
や

近
郷
の
祭
り
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
そ

の
賑
わ
い
に
触
れ
る
と
、
い
っ
ぺ
ん
に

世
間
が
広
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た

も
の
だ
。

ま
た
、
家
で
祭
り
を
す
る
と
い
え
ば
、

泊
ま
り
が
け
で
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た

親
戚
の
叔
母
さ
ん
た
ち
が
よ
く
働
き
、

て
き
ば
き
と
料
理
し
て
、
出
来
上
が
っ

た
ご
馳
走
を
器
に
盛
り
つ
け
て
い
く
母

の
姿
は
尊
敬
に
値
し
、
来
客
が
多
い
の

は
誇
ら
し
く
、
酔
っ
て
騒
い
で
も
ら
う

の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

高
浜
虚
子
の
句
に
、
「
老
人
と
子
供

春亙秋冬

と
多
し
秋
祭
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

老
人
は
し
っ
か
り
祭
り
を
支
え
、
子
供

た
ち
が
盛
り
上
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

祭
り
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
要
る
。

今
の
我
が
家
を
見
る
と
、
母
も
親
戚
の

叔
母
さ
ん
た
ち
も
す
っ
か
り
年
を
取
り
、

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
。

地
域
に
子
供
が
少
な
く
、
子
供
牛
鬼
．

御
輿
な
ど
の
担
ぎ
手
を
集
め
る
の
に
も

一
苦
労
だ
。

こ
の
よ
う
な
鎮
守
様
の
村
祭
り
に
対

し
て
、
町
村
単
位
で
力
を
入
れ
て
い
る

観
光
的
な
イ
ベ
ソ
ト
は
結
構
賑
わ
っ
て

い
る
。
町
民
福
祉
課
勤
務
の
大
井
章
裕

さ
ん
が
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
『
第
十
三
回
肱

川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
は
今
年
は
大
駄

場
の
風
の
り
広
場
で
行
わ
れ
た
。
新
企

画
「
お
楽
し
み
大
富
く
じ
」
や
北
海
道
え

り
も
町
よ
り
「
サ
ケ
鍋
・
カ
ニ
鍋
の
二

0
0
人
前
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー」

な
ど
、
人
気
上
々
、
町
内
外
約
二
千
人

が
楽
し
ん
だ
。

石
油
フ
ァ
ソ
ヒ
ー
タ
ー
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
な
ど
の
景
品
は
当
た
る
し
、
格
安
で

う
ま
い
物
が
食
え
る
。
面
白
い
企
画
も

あ
っ
て
一
日
退
屈
し
な
い
。
主
催
関
係

者
以
外
は
何
の
準
備
も
い
ら
ず
、
少
し

お
金
を
持
っ
て
、
た
だ
好
き
な
時
に
行
っ

て
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
。
ま
さ
に
手
軽

で
結
構
づ
く
め
だ
。

け
ち
を
付
け
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

私
た
ち
は
今
こ
の
結
構
さ
に
甘
え
て
い

る
。
見
栄
・
無
駄
・
無
理
と
言
わ
れ
よ

う
と
手
作
り
の
我
が
家
の
祭
り
を
続
け

て
行
き
た
い
。
村
里
に
住
む
ェ
ネ
ル
ギ
ー

を
失
わ
な
い
た
め
に
も
。
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つ
ぎ
は
ぎ
の
記

上

鹿

野

川

丸

山

音

澄

明
治
四
十
三
年
、
私
の
生
ま
れ
た
儀
よ
く
し
て
い
た
鼻
た
れ
ガ
キ
達
、

年
は
、
山
鳥
坂
村
と
奥
南
村
の
合
併
勉
強
よ
り
遊
ぶ
こ
と
に
比
重
が
か
か

で
河
辺
村
の
誕
生
し
た
年
で
あ
っ
た
。
り
、
お
ま
け
に
下
校
の
子
を
親
は
待

今
の
県
道
大
洲
北
平
線
は
大
正
の
ち
か
ね
て
居
て
、
何
の
こ
と
は
な
い
、

は

じ

め

和

気

郁

太

子

の

労

働

力

を

当

て

郎

村

長

が

私

財

を

回

ヤ

、

J

に
し
て
い
た
わ
け
で
、

投
じ
て
作
ら
れ
た
こ
”
て
ャ
•
子
供
に
仕
事
を
さ
せ

〇

炉

-

て

は

な

ら

な

い

等

と

3
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流
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。

す
っ
た
も
ん
だ
の

に
は
、
左
右
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．
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直

そ

の

橋

は

珍

し

い

地

区

、

地

区

に

は

そ

屋

根

つ

き

の

木

橋

、

れ

ぞ

れ

の

行

事

歴

史

、

さ
や
橋
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
な
記
憶
か
っ
て
は
近
在
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ

が

あ

る

。

た

、

鹿

野

川

の

馬

市

、

い

っ

ば

い

並

ガ
タ
ゴ
ト
荷
馬
車
が
通
り
山
に
は
ん
だ
露
店
も
今
の
世
代
を
す
り
ぬ
け

椎
の
実
、
団
ぐ
り
、
通
学
す
る
の
も
た
ま
ん
ま
、
さ
ま
ざ
ま
を
今
、
眼
を

着
物
に
草
履
ば
ぎ
、
天
長
節
、
明
治
と
じ
て
懐
古
し
て
い
る
。

節
な
ど
に
は
、
袴
を
は
い
て
少
し
行

一
日
本
酒
談
義

一

磨
き
上
げ
た
お
米
が
命
。

普
通
私
た
ち
が
食
べ
る
お
米
は
、
玄

米
を
九
ニ
ー
九

0
％
ぐ
ら
い
に
精
米
し

ま
す
が
、
日
本
酒
造
り
に
使
う
場
合
、

七
0
％
程
度
磨
き
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、

良
い
日
本
酒
造
り
の
妨
げ
に
な
る
外
側

の
タ
ソ
パ
ク
質
や
脂
肪
、
灰
分
な
ど
を

取
り
除
き
、
中
心
部
分
の
デ
ソ
プ
ソ
を

よ
り
多
く
使
お
う
と
す
る
た
め
に
磨
か

れ
ま
す
。

さ
て
、
酒
造
好
適
米
と
呼
ば
れ
る
、

お
酒
を
造
る
の
に
適
し
た
お
米
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
酒
造
り
に
は
、

も
ち
ろ
ん
一
般
の
米
も
使
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
酒
造
好
適
米
も
約
一
五
％
近
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
米
は
、
米
粒
が
大
き
い
、
タ

ソ
パ
ク
質
の
含
有
量
が
少
な
い
、
水
を

(87
歳
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巨
信
，

日
本
酒
造
り
に
は
多
く
の
技
術
者
が

関
わ
り
ま
す
。
そ
の
技
術
者
集
団
を
酒

造
技
能
者
（
蔵
人
）
と
呼
び
、
そ
の
長

が
杜
氏
と
い
わ
れ
る
最
高
責
任
者
で
す
。

杜
氏
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
酒
造
り
の
各

過
程
の
専
門
技
術
者
た
ち
を
統
率
し
、

酒
造
り
の
全
責
任
を
負
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
良
い
お
米
と
良
水
を
得
て
、
最
後

は
杜
氏
の
技
が
日
本
酒
の
味
を
決
定
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

最
後
は
、
人
の
技
術
が
決
め
手
。

吸
い
や
す
く
糖
化
性
が
い
い
と
い
う
特

長
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
心
白
率
が
高
く
、

蒸
し
米
を
長
く
冷
却
し
て
お
い
て
も
、

も
ろ
み
の
中
で
溶
け
や
す
い
な
ど
、
ま

さ
に
日
本
酒
造
り
に
び
っ
た
り
の
お
米

と
い
え
ま
す
。

良
水
が
銘
酒
を
生
む
。

日
本
酒
造
り
に
は
、
水
が
と
て
も
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
洗
米
、

仕
込
み
、
瓶
詰
め
用
と
、
原
料
米
の
重

量
の
二
十
？
三
十
倍
の
水
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
が
、
中
で
も
仕
込
み
に
使
う
水
、

そ
し
て
割
水
と
い
っ
て
最
後
に
加
え
る

水
の
質
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
醸
造
用

水
と
い
っ
て
特
別
の
水
質
基
準
を
満
た

し
た
水
が
使
わ
れ
ま
す
。

醸
造
用
水
は
、
味
、
に
お
い
、
濁
り

が
な
い
こ
と
は
絶
対
条
件
で
す
が
、
こ

う
じ
菌
や
酵
母
菌
の
発
育
に
必
要
な
ミ

ネ
ラ
ル
分
が
適
度
に
含
ま
れ
て
お
り
、

酒
質
劣
化
の
原
因
と
な
る
鉄
分
や
マ
ソ

ガ
ソ
、
有
機
物
が
少
な
い
こ
と
な
ど
も

大
切
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
今
ま
で
に
、

「
僕
っ
て
天
才
じ
ゃ
な
か

ろ
う
か
？
」
「
私
っ
て
オ

能
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
？
」

と
思
わ
れ
た
事
っ
て
な
い

で
す
か
？
。
お
恥
ず
か
し

い
話
で
す
が
、
僕
は
そ
う

い
う
事
が
よ
く
あ
る
ん
で

す
。
知
人
に
言
わ
せ
れ
ば
「
自
意
識

過
剰
だ
。
」
と
か
「
自
惚
れ
が
過
ぎ

る
。
」
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
事
が
多
い
の

で
す
。
（
笑
）
で
も
、
裏
を
返
せ
ば
こ

れ
っ
て
自
分
は
た
だ
の
凡
人
だ
と
言
っ

て
る
様
な
も
の
で
す
よ
ね
。
だ
っ
て

天
才
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
達
は
自
分

の
事
を
才
能
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い

で
し
ょ
う
し
。

凡
人
が
考
え
て
す
ご
い
と
思
う
事

で
も
、
天
才
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
に
と
っ

て
は
、
何
事
も
な
い
当
り
前
の
事
で

し
ょ
う
か
ら
。

辞
書
を
引
き
ま
す
と
「
天
オ
」
と

い
う
の
は
、
生
ま
れ
つ
ぎ
持
っ
て
い

る
す
ぐ
れ
た
才
能
。
ま
た
は
そ
の
人
。

と
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
に
例
え

れ
ば
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
オ
リ
ッ

ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
、
そ
れ
か
ら

天
才
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の

タ
イ
ガ
ー
ウ

ッ

ズ、

N
B
A
で
は
天
才
と
い
う
よ
り

も
、
も
う
神
様
、
マ
イ
ケ
ル
ジ
ョ
ー

青 年 部 雑 感 （
 

ダ
ン
。
そ
れ
か
ら
、
天
才
卓
球
少
女

愛
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。

タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
と
言
え
ば
、
先

日
来
日
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

彼
の
場
合
（
イ
チ
ロ
ー
に
し
て
も
）
天

オ
と
呼
ぶ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
っ
て
彼
は
も

の
ご
こ
ろ
つ
い
た
時
か
ら
ゴ
ル
フ
し

て
る
ん
で
す
か
ら
。
こ
れ
は
天
オ
と

い
う
よ
り
努
力
の
人
で
し
ょ
う
。
そ

れ
な
ら
ば
息
子
の
才
能
を
見
つ
け
だ

し
、
そ
の
気
に
さ
せ
て
練
習
さ
せ
た

両
親
の
方
が
天
才
で
あ
る
様
な
気
が

し
ま
す
。

才
能
と
い
う
の
は
、
誰
で
も
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
運
よ
く
結
果
に

結
び
つ
い
た
時
、
人
は
天
才
と
呼
ば

れ
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
陰
に

は
大
変
な
努
力
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
彼
ら
に
は
何
で
も
な
い
事
な
ん

で
す
。
（
「
だ
っ
て
天
才
な
ん
で
す

か
ら
。
」
）

と
に
か
く
、
皆
さ
ん
何
事
も
チ
ャ

レ
ソ
ジ
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
自

分
の
隠
れ
た
才
能
に
気
付
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ん
？

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
ぎ
て
、

改
め
て
思
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

「
や
っ
ば
り
僕
に
は
、
物
書
き
の
オ

能
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

『
天
才
』
に
つ
い
て
9

井

稔
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を ～スポレク郡大会～

ス
ポ
レ
ク
郡
大
会

が
、
九
月
七
日
、
十

四
日
、
内
子
町
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、

女
子
一
部
と
二
部
、

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
に
参
加
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

二
部
が

二
位
、
バ
ド

ミ
ソ
ト
ソ
が
優
勝
し

ま
し
た
。
（
ソ
フ

ト

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
は
七
日
が
雨
の

た
め
十
四
日
に
実
施
）

十
月
五
日
、
宇
和
町

を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
た
八
幡
浜
管
内
大

会
に
、
グ
ラ
ウ
ソ
ド

ゴ
ル
フ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
女
子

二
部
、
バ
ド
ミ
ソ
ト

ソ
が
参
加
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
と
も
雨

で
運
動
場
は
ぬ
か
る

ん
で
お
り
決
し
て
良

い
条
件
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
日

tl
,
 

t
 、T＼℃

頃
の
練
習
を
発
揮
、
グ
ラ
ウ
ソ
ド
ゴ

ル
フ
が

三
位
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
、

一

般
．
I

部
•
I
I
部
と
も
上
位
入
賞
、

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
も
二
位
と
な
り
ま
し

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

II
部
は
、

惜
し
く
も
敗
退
、
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
が
県

大
会
に
出
場
す
る
資
格
を
得
ま
し
た

が
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
は
、
選
手
の
都

合
で
不
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

十

一
月
二

日
に
行
わ
れ
た

県
大
会
に
、
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル

フ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
が
出
場
し

ま
し
た
。
両
方
と
も
芝
の
運

動
場
で
の
試
合
と
な
り
、
芝

の
上
で
は
経
験
が
な
く
、
最

初
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
感
覚
が
つ
か
め
て

き
ま
し
た
。
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル

フ
は
、
ス
コ
ア
は
悪
く
な
か
っ

た
も
の
の
、
他
チ
ー
ム
が
余

り
に
も
上
手
だ
っ
た
の
で
、

上
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
ク

ロ
ッ

ケ
ー
に
参
加
し
た
、
一
般
・

I
部、

II
部
と
も
健
闘
、
そ

れ
ぞ
れ

一
勝

二
敗
と
な
り
ま

し
た
が
、
中
に
は
、
お
し
い

試
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

マ
郡大会（女子バレーボールII部）にて

編集•発行

肱川町公民館
ff (0893) 34-2307 

特
に
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
一
般
の
部
に
は

若
い
人
が
参
加
し
て
お
り
一
歩
及
ば

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
開
会

式
か
ら
試
合
ま
で
の
時
間
が
長
く
疲

れ
が
あ
っ
た
の
か
実
力
が
十
分
発
揮

さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
で
す
。
時
間
を
み
つ

け
て
体
を
動
か
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
年
齢
や
自
分

の
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
み
つ

け
て
取
り
組
む
の
も
―
つ
の
方
法
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
の
運
動

の
積
み
重
ね
が
老
化
を
防
ぐ
ポ
イ
ソ

ト
で
す
。

文楽を鑑賞しませんか

伝統芸能である大谷文楽を鑑

賞してもらおうと年一回各分館

中学校で鑑賞会を開催していま

す。本年は次のとおり行います。

ぜひご覧ください。

日 時

場

外

所

題

平成9年11月29日（土）
午後1時より

肱川中学校体育館

阿波鳴門八段目

巡礼歌の段

生写朝顔日記

宿屋の段

戌
院
泣
防
戌
戸
攻
岱
以
院
以
院
戌
院
紋
g以
翠
5^
以
g
塁
翠
鱈
5

亨
秋
睛
杭
の
中
蒻
四
国
学
級
〗
亭

泣
防
ふ
岱
g
認
以
給
以
塁
院
g認
ぢ
絡
以
翠
5
以
防
泣
院
以
院
泣

お
四
国
学
級
（
第
十
三
期
生
）
を
、

十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
二

泊
三
日

で
行
い
ま
し
た
。
春
と
秋
の

二
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

以
前
は
こ
の
学
級
生
よ
り
、

交
通
事
情
も
よ
く
な
っ
た
の

で
、
第

一
番
よ
り
順
番
に
巡
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は

二
年
目

で
県
内
の

二
十
二
か
寺
と
名

所
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
ず

最
初
に
岩
屋
寺
へ
。
こ
の
後

久
万
美
術
館
を
見
学
し
、
松

山
市
内
の
お
寺
を
巡
り
ま
し

た
。
第

二
日
目
は
松
山
市
内

の
寺
か
ら
新
居
浜
市
の
県
科

学
博
物
館
ま
で
、
第
三
日
目

は
川
之
江
市
付
近
の
寺
を
巡

り
ま
し
た
。
今
回
は
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
日
程
も
ゆ
っ
た

り
と
し
て
お
り
、
参
加
者
の
方
は
と

て
も
良
い
研
修
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

横峰寺 ヘ
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町
外
も
み
て
み
よ
う
や

明
老
大
学
で
は
、
十
月
十
六

日
（
木
）
に
町
外
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
明
老
大
学
も
今
回
で
四
回
目
、

今
ま
で
は
「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
体

を
動
か
す
」
こ
と
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
町
外
に
出

て
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見
学
し
て
、

肱
川
町
を
も
う
一
度
見
直
し
て

み
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
最
初
に
今
年
四
月
に
オ
ー

プ
ソ
し
た
松
野
町
の
お
魚
館
を

中
心
と
し
た
施
設
を
見
学
、
お

魚
館
で
は
、
魚
を
指
さ
し
な
が

ら
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

特
産
品
の
前
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
品

物
を
手
に
取
っ
て
み
て
い
る
参
加
者

も
い
ま
し
た
。
日
吉
村
の
夢
産
地
を

きれいな菊を^ 9^.̂V̂．̂̂v̂̂ッ^^
ぁnヵ炉-̂う^＇‘-浅‘い中す'
今年も中居谷飛野虎生さんより公民

館に飾って下さいと菊を持って来て下

さいました。丹精こめて作られた菊を

玄関前に飾らせて頂きました。

見
学
、
ま
た
、
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」

で
有
名
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ
を

見
学
し
ま
し
た
。

、'「

お魚館見学

世
間
体
（
ふ
う
）
に
と
ら
わ
れ
て

大

正
山
小
学
校

お
祭
り
に
獅
子
舞
が
や
っ
て
ぎ

ま
す
。
ご
祝
儀
を
出
し
た
い
の
で

す
が
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

お
隣
や
ご
近
所
に
、
ど
れ
く
ら
い

包
む
か
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
合
わ

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ご
近
所
に
合
わ
せ
な
い
と
。
」

「
多
す
ぎ
て
浮
い
て
し
ま
う
の
は

イ
ヤ
だ
か
ら
。
」
「
少
な
く
て
恥
を

か
ぎ
た
く
な
い
か
ら
。
」
と
い
ろ

い
ろ
お
考
え
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
本
当
に
納
得
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
：
・
・:
。
本
質
を
見
失
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
獅
子
舞
を
し
て

い
た
だ
い
た
そ
の
行
為
、
ご
苦
労

に
、
い
く
ら
の
ご
祝
儀
を
す
る
か

を
自
分
で
考
え
て
決
め
る
、
そ
う

は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
自
分

自
身
の
気
持
ち
よ
り
も
、
世
間
一

般
に
合
わ
そ
う
と
し
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、

同
和
教
育
懇
談
会
の
席
で
結
婚
問

題
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
な
ど

に
も
み
ら
れ
ま
す
。
「
自
分
は
同

和
教
育
を
受
け
て
来
た
の
で
差
別

心
は
な
い
か
ら
か
ま
わ
な
い
け
れ

ど
、
親
せ
き
や
近
所
に
な
ん
と
言

わ
れ
る
か
心
配
で
：
．
、
兄
弟
•
姉

妹
の
こ
と
を
考
え
る
と
：
．
。
」
こ

の
よ
う
な
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が

江

恭

輔

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
結
婚
す
る

本
人
（
二
人
）
の
幸
せ
を
一
番
大
切

に
考
え
る
と
い
う
本
質
を
見
失
い
、

二
人
を
無
視
し
、
世
間
体
（
ふ
う
）

を
気
に
し
て
い
ま
す
。
同
和
教
育

を
受
け
て
き
た
自
分
自
身
の
正
し

い
考
え
と
か
、
差
別
の
不
当
性
、

世
間
の
間
違
い
に
気
づ
い
て
い
る

自
分
を
押
さ
え
て
、
世
間
の
中
に

埋
も
れ
る
こ
と
で
安
心
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
人
を
差
別
す

る
こ
と
の
悪
は
十
分
に
分
か
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
自
身
の

持
っ
て
い
る
差
別
性
に
気
づ
か
ず
、

そ
し
て
自
分
も
そ
の
世
間
を
つ
く
っ

て
い
る

一
人
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ

て
、
ま
た
そ
の
世
間
を
変
え
よ
う

と
す
る
努
力
は
し
な
い
で
、
た
だ

他
人
の
せ
い
に
し
て
自
分
の
中
に

あ
る
弱
さ
を
隠
そ
う
と
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

同
和
教
育
は
自
分
自
身
を
高
め

る
教
育
で
す
。
学
習
し
世
問
を
変

え
て
い
く
力
を
持
ち
、
自
分
自
身

と
同
じ
よ
う
に
人
を
大
切
に
す
る

力
を
持
つ
こ
と
が
で
ぎ
な
い
限
り
、

自
分
自
身
の
解
放
や
世
間
体
を
気

に
す
る
自
分
を
変
え
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
す
。

、．`

i

証
券
会
社
と
総
会
屋
と
の

事
件
が
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ

．
 
．
 
．
 

＂

と

な

る

中

、

ス

ポ

ー

ツ

関

係

• 
．
 
．
 

の
ニ
ュ
ー
ス
が
ト
ッ
プ
に
な

．
 
．
 

~
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
大

リ
ー
グ
、
サ
ッ
カ
ー
世
界
大

会
ア
ジ
ア
予
選
、
長
野
オ
リ

~
ー
ー
し
ソ
ピ
ッ
ク
等
々
。
ス
ポ
ー
ツ

~
の
国
際
化
も
著
し
い
。
国
際
化
と
い
っ

~
て
も
、
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
い
る

~
と
、
編
集
の
都
合
も
あ
る
か
も
し
れ

~
な
い
が
、
英
語
で
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
さ

~
れ
て
も
、
日
本
語
で
対
応
し
て
い
る

~
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

~
ツ
の
ハ
ー
ド
（
道
具
等
）
は
世
界
で
使

~
用
さ
れ
て
い
る
の
に
で
あ
る
。
通
訳

~
を
介
し
て
い
て
は
、
本
当
に
相
手
に

~
対
し
て
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ
て

~
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い

~
う
共
通
の
言
葉
を
も
っ
て
い
る
の
に
、

i

試
合
後
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

~
シ
ョ
ソ
を
図
る
に
は
ど
う
し
て
い
る

~
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
チ
ー
ム
内
の
人

~
と
日
本
語
で
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

i

か
。
あ
る
雑
誌
を
み
て
い
る
と
ス
ポ
ー

~
ツ
選
手
が
英
語
を
学
ん
で
い
る
、
そ

~
れ
は
世
界
で
活
動
す
る
の
に
必
要
だ

~
か
ら
と
。

~
近
年
、
海
外
へ
留
学
す
る
若
者
が

~
多
い
。
し
か
し
、
結
局
日
本
人
同
志

[
が
集
ま
っ
て
留
学
先
の
社
会
や
生
活

i

慣
習
に
慣
れ
な
い
で
帰
国
す
る
若
者

~
が
多
い
と
聞
く
。
国
際
社
会
に
対
応

~
す
る
に
は
、
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
で

~
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
学
ぶ
こ

。

i

と
も
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・
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
こ
う
と
思
っ
た

「
き
っ

か
け
」
は
？

四
十
一
年
前
、
当
時
私
は
役
場
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
社
会
事

情
が
事
情
だ
け
に
な
ん
と
か
し
て
、

子
供
の
頃
か
ら
外
国
に
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、
今

考
え
て
み
る
と
宿
命
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
意
志
で
行
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
け
ど
、
実
は
宿
命
で
な

か
っ
た
か
と
い
う
風
に
感
じ
て
い
ま

す
。
役
場
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
移

住
の
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
が
来
て
お
り
、

こ
れ
幸
い
に
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

事
情
を
知
っ
て
ま
し
た
か
ら
。

・
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
く
の
に
ど
の
位
か

か
り
ま
し
た
か
。

船
で

ニ
カ
月
、
三
万

t
級
の
貨
物

船
で
し
た
。
西
廻
り
、
（
イ
ソ
ド
洋
、

太
西
洋
経
由
）
若
気
の
至
り
だ
っ
た

か
ら
、
そ
の
間
食
べ
た
り
、
あ
ち
こ

ち
に
上
陸
で
き
る
で
し
ょ
う
。
別
に

労
働
を
強
い
ら
れ
る
も
の
で
も
な
し
。

今
の
若
者
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
た
い

人
が
い
て
も
す
す
め
る
気
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
た
感
想
は
？

鬱
鬱
疇
鬱
鬱

ふ
る
さ
と
の
想
い
強
く

九
月
二
十
九
日
に
フ
ラ
ジ
ル
在
住
や
っ
と
着
い
た
ん
だ
な
と
い
う
感

の
村
上
定
夫
さ
ん
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
じ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
と
い
う

ま
し
た
。
村
上
さ
ん
は
四
十
一
年
前
感
じ
は
な
か
っ
た
。
ど
れ
程
の
困
難

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
現
在
花
屋
を
経
営
が
待
ち
う
け
て
い
よ
う
と
無
頓
着
だ
っ

さ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
に
帰
国
さ

れ

た

。

お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の

・
受
け
入
れ
先
は
？

で
そ
の
時
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
日
本
政
府
の
補
助
と
現
地
の
日
系

人
の
人
た
ち
が
作
っ
た
産
業
組
合
が

あ
り
ま
し
た
。
受
け
入
れ
機
関
が
あ

り
、
戦
前
の
移
民
の
方
が
受
け
入
れ

先
で
あ
っ
た
の
で
、
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
仕
事
は
働
き
手
と
し
て
行
っ

た
の
で
野
菜
を
箱
詰
め
し
た
り
す
る

仕
事
だ
っ
た
の
で
、
農
家
の
子
供
だ

か
ら
、
ま
た
根
性
が
あ
っ
た
か
ら
、

正
直
言
っ
て
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
・
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
点
は
？

ゃ
む
を
え
な
い
で
す
ね
。
外
国
だ

か
ら
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
に

適
し
た
食
べ
物
が
有
る
ん
で
す
よ
。

日
本
式
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
ブ

ラ
ジ
ル
に
慣
れ
な
い
。
現
地
人
と
も

話
せ
な
い
。
戦
前
の
人
は
一
旗
あ
げ

故
郷
に
錦
を
飾
る
気
持
ち
で
い
っ
た

が
、
僕
は
戦
後
だ
か
ら
、
向
こ
う
で

一
生
終
わ
る
と
思
い
行
っ
た
。
そ
こ

を
ま
ち
が
わ
な
い
で
欲
し
い
。
そ
こ

に

―
つ
の
枠
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
僕

は
成
功
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。

一
歩
出
れ
ば
そ
こ
は
外
国
だ
か
ら
、

現
地
の
こ
と
ば
を
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
で
学
ん
で
い
っ
て
も

通
じ
な
い
ん
で
す
よ
。
結
局
、
耳
学

問
で
や
ら
な
き
ゃ
、
不
思
議
ね
、
例

え
ば
、
い
く
ら
英
語
を
日
本
で
学
ん

で
い
っ
て
も
、
ハ
ワ
イ
で
英
語
が
通

じ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
や
っ
ば
り
、
自
分
で
、
耳

で
聞
い
た
言
葉
で
な
く
ち
ゃ
聞
こ
え

て
こ
な
い
。
ま
た
、
現
地
に
は
隠
語

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
辞
書
に
出
て
来

な
い
意
味
が
あ
り
、
親
し
く
な
っ
た

ら
意
味
を
聞
い
た
り
し
て
。
こ
れ
だ

け
は
言
っ
と
き
ま
す
。
夢
で
ブ
ラ
ジ

ル
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

か
な
り
努
力
し
て
も

二
十
年
か
か
り

ま
す
。
そ
れ
位
努
力
し
て
、
の
ほ
ほ

自分の限界に銚戦
川上地区小学校陸上競技会が10月14日、
動場で開催されました。

川上地区大会では町内児重が健闘。郡大会では、他町村が上位を

占めました。

川上地区小学校
陸上競技大会

郡内競技会が24日町民運

◆陸上競技会記録表◆

ん
と
お
っ
た
ら
、
日
本
語
だ
け
、
日

本
人
と
し
か
話
せ
な
い
状
態
に
な
り

ま
す
よ
。

．
何
年
ぶ
り
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
か
？

四
十
一
年
ぶ
り
で
す
。
は
っ
き
り

言
っ
て
そ
れ
だ
け
チ
ャ
ソ
ス
が
で
ぎ

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
様
子
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
号
で
は
、
帰
国
さ

れ
て
か
ら
の
様
子
、
肱
川

へ
の
想
い

を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

場

所
日

時

十
二
月
十
二
日
（
金
）

午
前
九
時

肱
川
町
公
民
館

函明老大学

種 目
男 子 女 子

順位 記録 氏 名 学校名 順位 記録 氏 名 学校名

1位 9"3※ 藤原裕也 正山 3位 10"2 沖野 祐子 中野

6 0 m 2位 9”9 中野賀津記 中野 4位 10"2 大野多恵子 正山

4位 10"1 中岡
心飲、＾ ） 1 
正山

1位 15"3 藤原裕也 正山 2位 16"4 大野多恵子 正山

10 0 m 2位 16"0 東慶一郎 予子林 3位 16"6 市川麻由美 予子林

3位 16"2 笹木聖吾 中野 4位 16"7 土居 聖弥 中野

2位 11"3 立花志郎 正山 2位 11"7 沖野祐子 中野

60mハードル 3位 11"5 沖野太亮 中野 4位 11"7 三瀕瑠美子 中野

4位 11''9 和氣 大 中野

走り幅跳
2位 3 m56 山内 淳中野 3位 3 m38 出水美菜子 中野

3位 3 m54 和氣 大 中野 4位 3 m34 山田 美幸 正山

1位 1 m25 ※ 中野賀津記 中野 3位 1 mlO 山口まり絵 中野

走り高跳び 2位 1 m22 ※ 上岡 弘侑 正山 4位 1 m05 谷本道子 正山

3位 1 mlO 上田 侑弘 大谷

1位 47m78 山内 淳 中野 3位 28m14 兵頭さと美 正山

ソフトポール投げ 2位 44m94 笹木聖吾 中野 4位 27m80 ↓品—•- 氷、 佳織 中野

4位 38m40 岡本和也 大谷

1位 1'05"5 正山 2位 1'08"3 正山

400mリレー 3位 1'06"3 中野 3位 1'08"6 中野

4位 1108"2 予子林 4位 1'14" 4 予子林

郡大会記録 ソフトボール投げ 5位 50m12

※は標準記録を突破

山内 淳（中野）
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,L.--::ニー

10
月
10
日
、
恒
例
の
お
手
伝
い
で
す
。

肱
川
町
の
み
な
さ
ん
初
め
ま
し

て
兵
頭
浩
次
で
す
。

合
年
の
三
月
に
高
校
を
卒
業
し

て
四
月
か
ら
肱
川
町
内
の
鹿
鳴
園

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
合
は

C

B
C予
子
林
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
数
ヶ
月
し
か
働
い
て
い
な

い
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。広
報
に
で
る
事
は
、
僕
の
夢
で

し
た
。
こ
れ
で
有
名
に
な
れ
た
の

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

• 生年月日
S53年 5月11日

●血液型

A型

●長所

目がいい
●短所

金がない

「
寒
い
。
何
で
こ
ん
な
に
寒
い
の
I

！
」
何
て
発
狂
し
て
い
る
人
も
多
い

こ
の
季
節
、
今
月
の

A
S
U
K
A
を

見
て
暖
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
事
で
、
し
ょ
っ
ぱ
な
に
団
長

の
お
め
で
た
い
お
話
を
も
っ
て
来
ま

し
た
。
皆
さ
ん
暖
ま
っ
て
頂
け
た
で

し
ょ
う
か
？

え
っ
？
ま
だ
暖
ま
ら
な
い
？
そ
の

時
は
、
こ
た
つ
の
中
で
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
暖
ま
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
号
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
！

瘍

編
集
あ
と
ば
な
し
珍
r,

一Q肱川のいい所は〇 四季がいい

Q デートするならどこへ

つれて行ってくれますか

〇むじんくん

身長
160cm 

体重
53kg 

視力

2.0 

ウエスト

70cm 
ヒップ
77cm 

足の長さ
72cm 

足の大きさ
25.5cm 

扇
！
今
月
の
ニ
ュ
ー
フ
エ
イ
ヌ
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1 2月 の 行 事 予 定 表
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2
 ．
 
5
 
ー

1

3

5

5

7

7

 

肱川町防災の日

民生委員会

行政相談

心配ごと相談

大谷ふるさとまつり（大谷小学校他）

農業祭（予子林小学校）

定例部落長会

18~19 

19 

25 

26 

28~30 

下旬

町議会定例会

農業委員会

税金等出張受入れ

仕事納め

消防団年末夜間警戒

特別町民「風のパッケージ」発送

12月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

藤 本 医 院
44-2561 7 日 （五 十 崎）

（日） 泉 内 科 医 院 24-6407 
（東 大 洲）

植 木 医 院 44-2215 14日 （五 十 崎）

（日） 石川内科医院 24 - 3306 
（若 宮）

高 橋 医 院
44-2010 21日 （五 十 崎）

（日） 小川 整形外科医院 23-5596 
（＝  の 丸）

佐々木整形外科医院 43-0101 23日 （五 十 崎）

（火） 中塚内科医院 24 - 0606 
（西 大 洲 ）

松本整形外科医院 44 - 5533 28日 （内 子 町）

（日） 東大洲城戸眼科医院 24-1010 
（東 大 洲）

※変更になる場合がありますので、前も って連絡して
からお出かけください。

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市 立大 洲病院

24- 2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲I中央病院

24- 4551 
（大洲市東大洲）
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水
口
梅
子
さ
ん

(87
歳）

下
野
恒
貞
さ
ん

(80
歳）

村
田
行
雄
さ
ん

(78
歳
）

大
野
ミ
ナ
ル
さ
ん

(66
歳）

林

義

一

さ

ん

(89
歳）

i
口
:
国
E
E〗

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
行
政
相
談

▽
日
時
1
2
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
3
0
分

t
4時
3
0
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

時

間

＿
午
前
9
時
30
分

ー

11
時

12
月
2
旦
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

12
月
24
旦

水
）

／ヽ

／ヽ

富
永
裕
一
さ
ん
（
肱
川
町
上
鹿
野
川

和
氣
理
沙
さ
ん
（
東
宇
和
郡
野
村
町

1
2
月
2
2
日
（
月

時

間

＿
午
後
1
時
30
分

ー

2
時

12
月
2
旦
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

担
当
相
談
員

福

田

保

後

藤

忠

1
2
月

5
日
（
金

）
玉

井

清

上

甲

勝

相

至火
砧

日

▽
場

所

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

程

場

所

日

四
。
日

相

談

日

大
洲
商
工
会
議
所

1
2
月

5
日
（
金
）

1
2
月

18
日
（
木

）

口

内

子

町

商

工

会
場

所

12月
2
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽
収
集
日
1
2
月
15
日
（
月
曜
日
）
か

ら
（
出
す
の
は
1
2
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・

見
の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
12
月
の
不
燃
物
収
集

12
月
10
日
（水）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一午後
1
時
30
分
？

日

程

一

場

所

時

間

◎
リ

ハ
ビ
リ
教
室

12
月
9
旦
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
9
時
30
分
？

日

程

場

所

時

間

◎
元
気
印
教
室

12
月
4
旦
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
9
時
30
分
？

日

程

場

所

時

間

◎
幼
児
教
室

◎
社
会
保
険
＿
日
（出
張
）相
談


